
沖
縄
県
の
義
務
教
育
教
科
書
採
択
地
区
を
通
し
て
み
た
平
成
の
大
合
併
と
広
域
行
政
（
山
田
）

（
六
八
五
）

沖
縄
県
の
義
務
教
育
教
科
書
採
択
地
区
を
通
し
て
み
た
平
成
の

大
合
併
と
広
域
行
政

│
八
重
山
地
区
の
教
科
書
問
題
を
中
心
と
し
て

│山　
　

田　
　

光　
　

矢

1　

沖
縄
県
の
地
域
区
分
の
変
遷

2　

沖
縄
県
の
地
方
分
権
改
革
と
広
域
行
政

3　

教
育
の
民
主
化
お
よ
び
教
育
委
員
会
設
立
と
教
科
書
無
償
配
布

4　

沖
縄
県
の
教
育
委
員
会
制
度
と
義
務
教
育
教
科
書
採
択
地
区

5　

八
重
山
地
区
教
科
書
問
題
の
経
緯

6　

八
重
山
地
区
教
科
書
問
題
を
通
し
て
み
る
広
域
行
政
と
市
町
（
村
）

論　

説

六
〇
三



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
六
八
六
）

1　

沖
縄
県
の
地
域
区
分
の
変
遷

沖
縄
県
は
、
沖
縄
本
島
と
三
つ
の
諸
島
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
三
つ
の
諸
島
と
は
、
慶
良
間
諸
島
や
久
米
島
を
含
む
沖
縄
諸
島
、

宮
古
諸
島
と
八
重
山
諸
島
と
尖
閣
諸
島
か
ら
な
る
先
島
諸
島
、
そ
し
て
大
東
諸
島
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
沖
縄
県
は
島
だ
け
で
形
成
さ
れ
て

い
る
県
と
い
え
る

（
1
）

。
沖
縄
県
の
面
積
は
二
二
七
六
・
六
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
国
土
面
積
の
約
〇
・
六
％
で
し
か
な
く
、
全
国
第
四
四

位
、
す
な
わ
ち
香
川
県
、
大
阪
府
、
東
京
都
に
次
ぐ
、
下
か
ら
四
番
目
の
小
さ
な
県
で
あ
る
。
た
だ
し
地
形
か
ら
み
た
場
合
の
沖
縄
県
は
、

「
琉
球
列
島
は
日
本
の
九
州
の
南
か
ら
台
湾
手
前
の
与
那
国
島
ま
で
お
よ
そ
一
二
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
び
弓
の
よ
う
な
形
で
点
在
す

る
島
々
で
す
。
琉
球
列
島
と
大
東
諸
島
及
び
尖
閣
諸
島
を
総
称
し
て
南
西
諸
島
と
い
い
ま
す
。
沖
縄
県
は
こ
の
琉
球
列
島
の
ほ
ぼ
南
半
分

と
大
東
諸
島
・
尖
閣
諸
島
か
ら
な
り
、
島
々
だ
け
で
構
成
さ
れ
る
県

（
2
）

」
で
あ
る
と
の
説
明
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、「
県
域
は
、
北
緯

二
四
度
か
ら
二
八
度
、
東
経
一
二
二
度
か
ら
一
三
二
度
に
ま
た
が
り
、
南
北
約
四
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
東
西
約
一
〇
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
と
い
う
広
い
範
囲
に
及
ぶ

（
3
）

」
と
い
う
特
徴
が
あ
る
県
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
沖
縄
県
で
は
【
沖
縄
県
の
面
積
】
の
な
か
で
、「
沖
縄
県
の

地
図
を
、
那
覇
（
名
は
）
市
と
大
阪
市
が
重
な
る
よ
う
に
お
い
て
み
る
と
、
沖
縄
が
ど
ん
な
に
広
い
海
の
中
に
う
か
ぶ
島
々
か
と
い
う
こ

と
が
わ
か
る
で
し
ょ
う
。
東
西
約
一
〇
〇
〇
キ
ロ
、
東
西
約
四
〇
〇
キ
ロ
に
も
な
る
沖
縄
の
面
積
は
、
本
州
、
四
国
、
九
州
を
合
わ
せ
た

広
さ
の
半
分
に
も
な
る
の
で
す

（
4
）

」
と
、
地
図
を
重
ね
合
わ
せ
た
図
を
示
す
こ
と
で
、
領
海
や
排
他
的
経
済
水
域
（
Ｅ
Ｅ
Ｚ
）
を
含
ん
だ
場

合
に
は
か
な
り
広
い
空
間
に
点
在
す
る
、
一
六
〇
の
島
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
県
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る

（
5
）

。

日
本
の
国
土
面
積
は
約
三
八
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
国
連
加
盟
国
の
中
で
は
六
二
番
目
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
存
在
す
る
国
家
数

六
〇
四
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は
一
九
六
ヵ
国
で
あ
る
が
、
国
連
加
盟
国
は
一
九
三
ヵ
国
で
あ
り
、
日
本
が
大
使
館
を
設
置
国
は
一
三
五
で
あ
り
、
第
三
国
に
存
在
す
る

日
本
の
大
使
館
が
兼
轄
し
て
い
る
国
が
六
〇
ヵ
国
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
北
朝
鮮
を
除
く
一
九
五
ヵ
国
を
承
認
し
て
い
る
こ
と
に
な
る

（
6
）

。
最

大
面
積
の
ロ
シ
ア
が
約
一
千
七
百
万
千
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ
カ
、
中
国
が
九
百
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
台
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
七
百
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
台
、
イ
ン
ド
が
三
百
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
台
、
他
五
ヵ
国
が
二
百
万
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
台
、
十
七
ヵ
国
が
百
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
台
で
あ
り
、
百
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
国
家
は
二
九
ヵ
国
で
あ
る

（
7
）

。
全
体
の

三
分
の
一
以
内
に
入
る
こ
と
か
ら
、
日
本
は
さ
ほ
ど
面
積
が
狭
い
国
家
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

日
本
の
領
海
面
積
は
約
四
三
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
陸
地
の
一
・
一
六
倍
と
な
っ
て
お
り
、
日
本
の
領
域
は
陸
地
の
二
倍
強

の
面
積
と
な
る
。
日
本
の
国
土
を
取
り
囲
ん
で
い
る
領
海
と
Ｅ
Ｅ
Ｚ
の
面
積
は
約
四
四
七
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
そ
こ
ま
で
を

領
域
と
考
え
れ
ば
、
日
本
は
世
界
で
六
番
目
の
領
域
を
持
つ
国
家
と
な
る
。
海
洋
の
管
理
は
国
の
責
任
の
た
め
、
領
海
や
Ｅ
Ｅ
Ｚ
を
含
ん

だ
各
都
道
府
県
の
面
積
は
明
確
に
な
っ
て
は
い
な
い
が
、
同
じ
視
点
か
ら
い
え
ば
日
本
で
最
大
の
領
域
を
有
す
る
都
道
府
県
は
東
京
都
で

あ
り
、
沖
縄
県
は
そ
れ
に
続
く
領
域
を
有
す
る
県
と
な
る
。
こ
こ
か
ら
も
沖
縄
県
の
特
殊
性
を
み
る
こ
と
が
で
き
る

（
8
）

。

沖
縄
の
海
域
は
、「
北
東
か
ら
南
西
へ
弓
状
に
延
び
た
形
を
持
ち
、
長
さ
は
約
一
五
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
最
大
幅
は
約
三
〇
〇
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
面
積
は
約
二
三
万
八
五
四
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

（
9
）

」
で
あ
り
、
本
州
と
大
差
な
い
空
間
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。「
那

覇
市
と
大
阪
市
を
重
ね
た
場
合
、
大
東
諸
島
は
伊
豆
七
島
に
、
久
米
島
は
瀬
戸
内
海
に
、
宮
古
島
は
四
国
西
端
に
、
与
那
国
島
は
九
州
西

端
（
長
崎
市
）
に
重
な
る

（
10
）

」
の
で
あ
り
、
広
い
空
間
に
島
々
が
点
在
す
る
特
殊
な
条
件
を
備
え
た
県
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
沖
縄
県
に
帰

属
す
る
の
は
、
沖
縄
本
島
と
そ
の
周
辺
に
位
置
す
る
慶
良
間
諸
島
や
久
米
島
を
含
む
沖
縄
諸
島
、
宮
古
諸
島
や
八
重
山
諸
島
や
尖
閣
諸
島

か
ら
構
成
さ
れ
る
先
島
諸
島
、
そ
し
て
大
東
諸
島
の
三
諸
島
で
あ
る

（
11
）

。
地
理
的
に
沖
縄
県
は
、
こ
れ
ら
の
三
諸
島
か
ら
構
成
さ
れ
る
区
域

六
〇
五
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に
大
別
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
地
理
的
区
分
と
は
別
に
、
沖
縄
県
に
は
、
一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
年
に
、
那
覇
区
と
首
里
区
の
二
区
と
、
国
頭
郡
（
国
頭
各

間
切
と
伊
江
島
）、
中
頭
郡
（
中
頭
郡
各
間
切
）、
島
尻
郡
（
島
尻
各
間
切
と
久
米
島
・
慶
良
間
諸
島
・
渡
名
喜
島
・
伊
平
屋
諸
島
・
鳥
島
・
大
東
島
で

形
成
）、
宮
古
郡
（
宮
古
諸
島
）、
八
重
山
郡
（
八
重
山
諸
島
）
の
五
郡
が
設
置
さ
れ
た
。
単
純
に
い
え
ば
、
沖
縄
県
の
行
政
区
画
は
、
沖
縄

本
島
を
含
む
沖
縄
諸
島
と
大
東
諸
島
を
合
わ
せ
た
地
域
と
先
島
諸
島
に
二
分
さ
れ
、
前
者
に
は
二
区
と
三
つ
の
郡
が
、
先
島
諸
島
は
宮
古

諸
島
と
八
重
山
諸
島
に
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
郡
が
設
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
の
「
沖
縄
県
及
び
島
嶼

町
村
制
」
に
お
い
て
、
島
尻
郡
に
一
町
（
糸
満
町
）
二
二
村
、
中
頭
郡
に
一
一
村
、
国
頭
郡
に
一
〇
村
、
宮
古
郡
に
四
村
、
八
重
山
郡
に

一
村
（
八
重
山
村
）
の
、
合
計
（
二
区
）・
一
町
・
四
八
村
が
設
置
さ
れ
、
伝
統
的
な
地
域
区
分
で
あ
っ
た
間
切
等
は
廃
止
さ
れ
た
。
ま
た
、

一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
に
八
重
山
郡
八
重
山
村
が
、
石
垣
村
、
大
浜
村
、
竹
富
村
、
与
那
国
村
の
四
つ
の
村
に
分
割
さ
れ
た
。

一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
に
は
那
覇
区
と
首
里
区
に
市
制
が
ひ
か
れ
て
那
覇
市
と
首
里
市
と
な
り
、
市
町
村
制
が
確
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

沖
縄
県
の
市
町
村
数
が
最
多
と
な
っ
た
の
は
戦
後
の
こ
と
で
あ
る
。
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
の
沖
縄
県
の
市
町
村
は
、
五
市
・
九

町
・
五
二
村
の
合
計
六
六
市
町
村
と
な
っ
た

（
12
）

。
そ
の
後
、
昭
和
の
大
合
併
が
行
わ
れ
た
が
、
沖
縄
県
の
市
町
村
は
五
市
・
九
町
・
四
八
村

の
六
二
市
町
村
で
あ
り
、
四
村
が
減
少
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
施
政
権
下
に
お
か
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
積
極
的
な
合
併

は
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
一
九
七
二
（
昭
和
四
七
）
年
の
本
土
復
帰
に
と
も
な
い
、
市
制
や
町
制
へ
の
移
行
な
ど
に
よ

る
市
町
村
の
編
入
や
新
設
が
行
わ
れ
、
沖
縄
県
の
市
町
村
は
一
〇
市
・
一
六
町
・
二
七
村
の
五
三
市
町
村
と
な
っ
た
。
平
成
の
大
合
併
の

後
は
、
一
一
市
・
一
一
町
・
一
九
村
の
四
一
市
町
村
と
な
っ
た
。

一
九
九
九
（
平
成
一
一
）
年
三
月
三
一
日
に
、
全
国
の
六
七
〇
市
、
一
九
九
四
町
、
五
六
八
村
の
合
計
三
二
三
二
市
町
村
を
対
象
に
実

六
〇
六
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施
さ
れ
た
平
成
の
大
合
併
は
、
二
〇
一
四
（
平
成
二
六
）
年
一
〇
月
六
日
に
、
七
九
〇
市
、
七
四
五
町
、
一
八
三
村
の
合
計
一
七
一
八
市

町
村
と
な
り
、
市
町
村
数
を
四
六
・
八
％
（
ほ
ぼ
半
減
）
に
減
少
さ
せ
て
終
了
し
た
。
市
町
村
の
割
合
も
、
全
国
に
は
二
一
％
存
在
し
た
市

が
四
六
％
に
な
り
、
六
二
％
で
あ
っ
た
町
が
四
三
％
、
一
八
％
で
あ
っ
た
村
が
一
一
％
と
な
り
、
市
が
二
倍
以
上
に
な
っ
た
の
に
対
し
て
、

町
村
は
ほ
ぼ
三
分
の
二
程
度
に
減
少
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
沖
縄
県
の
平
成
の
大
合
併
は
、
一
〇
市
（
一
九
％
）、
一
六
町
（
三
〇
％
）、

二
七
村
（
五
一
％
）
の
合
計
五
三
市
町
村
が
、
一
一
市
（
二
七
％
）、
一
一
町
（
二
七
％
）、
一
九
村
（
四
六
％
）
の
合
計
四
一
市
町
村
と
な
っ

て
終
了
し
た
の
で
あ
り
、
減
少
率
は
全
国
平
均
の
半
分
に
満
た
な
い
二
二
・
六
％
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
小
規
模
町
村
が
残
存
し
た
こ
と

は
、
島
嶼
地
域
で
構
成
さ
れ
る
沖
縄
県
の
地
理
的
な
条
件
が
生
み
出
し
た
結
果
と
も
い
え
る
側
面
が
あ
る

（
13
）

。

2　

沖
縄
県
の
地
方
分
権
改
革
と
広
域
行
政

戦
後
日
本
の
地
方
自
治
制
度
の
改
革
は
、
日
本
国
憲
法
第
八
章
に
「
地
方
自
治
」
が
お
か
れ
、
地
方
自
治
法
を
中
心
と
す
る
「
地
方
自

治
関
連
法
規
」
が
制
定
さ
れ
る
こ
と
で
、
憲
法
と
法
令
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
も
の
と
な
っ
た
。
し
か
し
地
方
公
共
団
体
の
規
模
の
相
違

と
戦
後
復
興
か
ら
高
度
経
済
成
長
期
に
か
け
て
の
過
密
過
疎
現
象
の
顕
在
化
が
、
そ
の
対
応
策
と
し
て
の
広
域
行
政
制
度
の
拡
充
を
も
た

ら
し
た
。
地
方
自
治
法
に
お
い
て
は
一
部
事
務
組
合
が
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
り
、
同
法
に
は
一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
に
広
域
連
合

が
追
加
さ
れ
た
。
ま
た
地
域
間
の
均
衡
あ
る
発
展
を
目
的
と
し
た
六
次
に
わ
た
る
い
わ
ゆ
る
「
全
国
総
合
開
発
計
画
」
に
お
い
て
は
、
広

域
市
町
村
圏
や
地
方
生
活
圏
（
新
全
総
）、
モ
デ
ル
定
住
圏
（
三
全
総
：
北
海
道
と
沖
縄
を
除
く
）、
地
方
拠
点
都
市
地
域
（
四
全
総
：
東
京
都
、

大
阪
府
、
神
奈
川
県
を
除
く
）、
定
住
自
立
圏
（
六
全
総
・
国
土
形
成
計
画
）
な
ど
が
設
定
さ
れ
た
。
そ
れ
と
並
行
し
て
昭
和
の
大
合
併
や
平
成

の
大
合
併
が
実
施
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

六
〇
七
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）

（
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九
〇
）

戦
後
の
地
方
自
治
制
度
改
革
の
結
果
、
沖
縄
県
に
は
、
現
在
一
一
市
一
一
町
一
九
村
の
四
一
市
町
村
が
存
在
し
て
い
る
。
人
口
で
は
那

覇
市
が
三
一
万
人
強
で
最
大
と
な
っ
て
お
り
、
人
口
一
〇
万
人
台
が
沖
縄
市
、
う
る
ま
市
、
浦
添
市
の
三
市
、
一
万
人
以
上
は
七
市
・
八

町
・
四
村
の
一
九
市
町
村
と
な
っ
て
い
る
。
他
方
人
口
一
千
人
未
満
が
五
村
、
一
千
人
以
上
二
千
人
未
満
が
一
町
五
村
、
二
千
人
以
上
五

千
人
未
満
が
一
町
二
村
、
五
千
人
以
上
一
万
人
未
満
が
一
町
三
村
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
全
市
町
村
の
四
四
％
に
あ
た
る
人
口
一
万
人
未

満
の
三
町
一
五
村
の
う
ち
、
五
村
は
国
頭
郡
の
沖
縄
本
島
に
位
置
し
て
い
る
国
頭
村
（
五
二
九
四
人
）、
大
宜
味
村
（
三
三
九
八
人
）、
東
村

（
一
九
四
六
人
）、
今
帰
仁
村
（
九
五
一
八
人
）、
宜
野
座
村
（
五
六
四
七
人
）
で
あ
る
。
残
り
の
三
町
一
〇
村
は
島
嶼
部
に
位
置
し
て
い
る
。

国
頭
郡
に
は
伊
江
村
（
四
八
四
〇
人
）
が
、
島
尻
郡
に
は
久
米
島
町
（
八
五
四
一
人
）
と
渡
嘉
敷
村
（
七
〇
五
人
）、
座
間
味
村
（
八
九
八
人
）、

粟
国
村
（
八
〇
七
人
）、
渡
名
喜
村
（
四
〇
八
人
）、
南
大
東
村
（
一
二
六
三
人
）、
北
大
東
村
（
五
二
四
）、
伊
平
屋
村
（
一
三
一
七
人
）、
伊
是

名
村
（
一
五
九
一
人
）
の
一
町
八
村
が
、
宮
古
郡
に
は
多
良
間
村
（
一
三
〇
三
人
）
が
、
八
重
山
郡
に
は
竹
富
町
（
三
九
二
三
人
）
と
与
那
国

町
（
一
五
八
一
人
）
が
お
か
れ
て
い
る

（
14
）

。
島
嶼
地
域
が
多
い
こ
と
や
自
然
の
中
の
集
落
単
位
に
町
村
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
こ
う
し

た
結
果
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

現
在
の
沖
縄
県
に
は
二
七
の
一
部
事
務
組
合
と
二
つ
の
広
域
連
合
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
ほ
ぼ
旧
来
の
郡
を
単
位
と
し
て

設
定
さ
れ
た
広
域
市
町
村
圏
の
実
施
主
体
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
も
の
が
、
四
つ
の｢

広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合｣

で
あ
る
。

一
九
八
九
（
平
成
元
年
）
に
設
定
さ
れ
た
も
の
が
、
中
頭
郡
の
領
域
に
位
置
す
る
沖
縄
市
、
う
る
ま
市
、
宜
野
湾
市
、
北
谷
町
、
嘉
手
納

町
、
西
原
町
、
読
谷
村
、
北
中
城
村
、
中
城
村
の
三
市
三
町
三
村
で
構
成
さ
れ
て
い
る
「
中
部
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
」
で
あ
る
。

一
九
九
二
（
平
成
三
）
年
に
設
定
さ
れ
た
も
の
が
、
八
重
山
郡
の
領
域
に
位
置
す
る
石
垣
市
と
竹
富
町
、
与
那
国
町
で
構
成
さ
れ
て
い
る

「
八
重
山
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
」
で
あ
る
。
一
九
九
三
（
平
成
四
）
年
に
設
定
さ
れ
た
も
の
が
、
伊
平
屋
村
と
伊
是
名
村
を
除
く
、
島

六
〇
八
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縄
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尻
郡
の
領
域
に
位
置
す
る
那
覇
市
、
浦
添
市
、
糸
満
市
、
豊
見
城
市
、
南
城
市
、
与
那
原
町
、
南
風
原
町
、
渡
嘉
敷
村
、
座
間
味
村
、
粟

国
村
、
渡
名
喜
村
、
南
大
東
村
、
北
大
東
村
、
久
米
島
町
、
八
重
瀬
町
の
合
計
五
市
・
四
町
・
六
村
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
「
南
部
広
域

市
町
村
圏
事
務
組
合
」
と
、
国
頭
郡
の
領
域
に
位
置
す
る
名
護
市
、
国
頭
村
、
大
宜
味
村
、
東
村
、
今
帰
仁
村
、
本
部
町
、
恩
納
村
、
宜

野
座
村
、
金
武
町
、
伊
江
村
の
一
市
・
二
町
・
七
村
と
島
尻
郡
に
位
置
し
て
い
た
伊
平
屋
村
と
伊
是
名
村
の
合
計
一
市
・
二
町
・
九
村
で

構
成
さ
れ
て
い
る｢
北
部
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合｣

で
あ
る

（
15
）

。

一
九
八
九
（
平
成
元
年
）
に
、
旧
宮
古
郡
に
位
置
し
た
平
良
市
、
城
辺
町
、
下
地
町
、
伊
良
部
町
、
多
良
間
村
で
設
定
さ
れ
た
「
宮
古

広
域
圏
事
務
組
合
」
は
、
平
良
市
、
城
辺
町
、
下
地
町
、
伊
良
部
町
の
合
併
に
よ
っ
て
宮
古
島
市
が
誕
生
し
た
二
〇
〇
五
（
平
成
一
七
）

年
九
月
三
〇
日
（
合
併
の
前
日
）
に
廃
止
さ
れ
た
。
ま
た
「
八
重
山
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
」
を
構
成
す
る
一
市
二
町
は
、
二
〇
〇
二

（
平
成
一
四
）
年
六
月
に
「
八
重
山
地
域
合
併
検
討
会
」
を
設
置
し
合
併
に
向
け
て
の
検
討
に
入
っ
た
。
し
か
し
住
民
投
票
の
結
果
与
那
国

町
が
離
脱
し
た
こ
と
か
ら
、
二
〇
〇
五
（
平
成
一
七
）
年
に
「
石
垣
市
・
竹
富
町
合
併
協
議
会
」
を
設
置
し
活
動
を
継
続
し
た
が
、
同
年

三
月
二
五
日
に
竹
富
町
議
会
が
合
併
案
を
否
決
し
た
こ
と
か
ら
活
動
を
停
止
し
た
。
そ
の
結
果
「
八
重
山
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
」
は

存
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
宮
古
島
市
と
多
良
間
村
で
構
成
さ
れ
る
旧
宮
古
郡
に
は
現
在
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
は
設
定
さ
れ
て

い
な
い
。
現
在
宮
古
郡
に
は
多
良
間
村
だ
け
が
残
っ
て
い
る
の
で
あ
る

（
16
）

。

3　

教
育
の
民
主
化
お
よ
び
教
育
委
員
会
設
立
と
教
科
書
無
料
配
布

戦
後
日
本
の
民
主
化
の
要
の
一
つ
が
教
育
の
民
主
化
で
あ
り
、
教
育
の
機
会
均
等
を
中
心
に
改
革
が
推
進
さ
れ
た

（
17
）

。
一
九
四
六
年
三
月

に
来
日
し
た
米
国
教
育
使
節
団
は
、
四
月
に
「
教
育
課
程
や
教
授
法
、
人
事
に
対
す
る
文
部
省
権
限
の
廃
止
、
内
務
省
と
文
部
省
の
断
絶
、

六
〇
九
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視
学
官
制
度
の
廃
止
、
公
立
初
等
・
中
等
学
校
の
教
育
行
政
権
限
の
都
道
府
県
・
市
町
村
へ
の
移
管
、
都
道
府
県
と
市
町
村
に
一
般
民
衆

の
公
選
で
選
ば
れ
た
委
員
か
ら
な
る
、
政
治
的
に
独
立
性
の
保
障
さ
れ
た
教
育
委
員
会
を
も
う
け
る
べ
き
こ
と
」
な
ど
を
中
心
と
し
た

「
報
告
書
」
を
ま
と
め
た

（
18
）

。
報
告
書
に
そ
っ
て
設
置
さ
れ
た
も
の
の
一
つ
が
、
レ
イ
マ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル﹇
素
人
支
配
（
統
制
）：
レ
イ
マ

ン
（
地
域
住
民
の
代
表
）﹈を
基
本
制
度
と
し
て
い
る
教
育
委
員
会
制
度
で
あ
る

（
19
）

。
教
育
委
員
会
の
レ
イ
マ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
い
う
形
態

は
ア
メ
リ
カ
独
特
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
起
源
は
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
植
民
地
と
さ
れ
る

（
20
）

。
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
教
育
委
員
会
制
度
の

拡
充
に
寄
与
し
た
も
の
の
一
つ
が
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲
法
第
一
〇
修
正
の
「
本
憲
法
に
よ
っ
て
合
衆
国
に
委
任
さ
れ
ず
、
ま
た
各
州
に

対
し
て
禁
止
さ
れ
な
か
っ
た
権
限
は
、
各
州
そ
れ
ぞ
れ
に
ま
た
は
人
民
に
保
留
さ
れ
る
」
と
の
規
定
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
で
は
、
連
邦
憲
法
が
教
育
に
関
す
る
整
備
の
権
限
を
連
邦
議
会
に
与
え
る
と
は
定
め
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
公
教
育
の
法
的
管
理
は
州

の
主
権
の
一
つ
と
し
て
州
に
お
か
れ
る
こ
と
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
、
州
が
教
育
の
管
理
責
任
を
負
う
が
、
具
体

的
な
実
施
・
運
営
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
地
方
で
な
さ
れ
て
い
る
。
ハ
ワ
イ
州
を
除
く
す
べ
て
の
州
で
は
、
州
教
育
機
関
に
加
え
て
地
方
教

育
委
員
会
を
作
り
、
そ
こ
に
学
校
に
つ
い
て
の
一
定
の
行
政
権
限
を
委
ね
て
い
る

（
21
）

。

こ
の
教
育
委
員
会
制
度
は
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
の
ア
メ
リ
カ
教
育
使
節
団
（「
使
節
団
」）
報
告
書
に
基
づ
い
て
我
が
国
に
導
入
さ

れ
た
。
そ
の
提
案
の
趣
旨
は
、
一
、
文
部
省
が
従
来
保
有
し
て
い
た
地
方
教
育
行
政
の
統
制
的
管
理
権
を
大
幅
に
地
方
公
共
団
体
に
移
譲

す
る
こ
と
、
二
、
教
権
の
独
立
を
図
る
た
め
に
独
立
し
た
地
方
教
育
行
政
機
構
を
整
備
す
る
こ
と
、
三
、
公
立
学
校
の
管
理
に
素
人
支
配

の
原
則
を
適
用
す
る
こ
と
、
四
、
地
方
行
政
事
務
は
教
育
の
専
門
家
に
よ
っ
て
執
行
さ
れ
る
こ
と
な
ど
で
あ
っ
た

（
22
）

。
一
九
四
六
（
昭
和

二
一
）
年
に
公
布
さ
れ
た
「
日
本
国
憲
法
」
に
は
第
二
六
条
に
【
教
育
を
受
け
る
権
利
、
教
育
の
義
務
】
が
規
定
さ
れ
、
翌
年
三
月
に

「
教
育
基
本
法
」
と
「
学
校
教
育
法
」
が
公
布
・
施
行
さ
れ
、
九
年
間
す
な
わ
ち
小
中
学
校
教
育
の
義
務
化
と
、
公
立
学
校
に
お
け
る
義

六
一
〇
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縄
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務
教
育
の
無
償
化
が
規
定
さ
れ
た
。
日
本
国
憲
法
と
同
時
に
施
行
さ
れ
た
地
方
自
治
法
・
第
二
款
・
教
育
委
員
会
に
は
第
一
八
〇
条
の
八

【
教
育
委
員
会
の
事
務
】
が
お
か
れ
、
教
育
委
員
会
は
一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
に
制
定
さ
れ
一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
に
廃
止
さ
れ

た
教
育
委
員
会
法
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
、
公
選
の
教
育
委
員
会
に
よ
る
レ
イ
マ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
保
障
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。
教
育
委
員
会
は
日
本
国
憲
法
第
九
三
条
第
二
項
の
規
定
に
あ
る
行
政
委
員
会
と
し
て
設
置
さ
れ
た
。

ア
メ
リ
カ
の
教
育
委
員
会
の
設
置
単
位
は
学
校
区
で
あ
り
、
既
存
の
普
通
地
方
公
共
団
体
と
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

こ
れ
は
教
育
の
特
殊
性
に
鑑
み
、
地
方
の
一
般
行
政
と
教
育
行
政
の
分
離
を
前
提
に
し
た
た
め
で
あ
る
。
日
本
で
は
使
節
団
の
勧
告
を
受

け
て
教
育
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
、
政
府
は
一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
の
第
二
回
国
会
に
教
育
委
員
会
法
案
を
提
出
し
た
。
法

案
は
教
育
委
員
会
を
「
都
道
府
県
並
び
に
市
（
特
別
区
を
含
む
）、
人
口
一
万
人
以
上
の
町
村
及
び
特
別
教
育
区
に
設
置
」
す
る
こ
と
と
し

た
。
し
か
し
こ
の
規
定
は
「
都
道
府
県
及
び
市
（
特
別
区
を
含
む
）
町
村
に
こ
れ
を
設
置
す
る
。
但
し
、
町
村
は
、
必
要
が
あ
る
場
合
に

は
、
一
部
事
務
組
合
を
設
け
て
、
そ
の
組
合
に
教
育
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
改
正
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
、
原
則
と
し
て

す
べ
て
の
市
町
村
に
教
育
委
員
会
が
お
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
地
方
教
育
委
員
会
の
設
置
基
準
を
人
口
一
万
人
以
上
と
し
た
理
由
は
、

小
学
校
、
中
学
校
及
び
高
等
学
校
を
包
含
す
る
地
域
で
、
そ
の
財
政
負
担
力
に
お
い
て
も
十
分
な
地
方
公
共
団
体
に
限
る
も
の
と
考
え
た

民
間
情
報
教
育
局
の
意
向
を
尊
重
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る

（
23
）

。

一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
制
定
の
教
育
委
員
会
法
第
七
三
条
二
項
の
、「
都
道
府
県
及
び
五
大
市
の
教
育
委
員
会
は
、
昭
和
二
三
年

一
一
月
一
日
に
成
立
す
る
も
の
と
す
る｣

と
の
規
定
と
、
第
七
〇
条
の
「
大
阪
市
、
京
都
市
、
名
古
屋
市
、
神
戸
市
及
び
横
浜
市
（
五
大

市
と
い
う
。
以
下
同
じ
。）
並
び
に
既
に
教
育
委
員
会
を
設
置
し
て
い
る
そ
の
他
の
市
以
外
の
市
は
昭
和
二
五
年
一
二
月
一
日
又
は
昭
和

二
七
年
一
一
月
一
日
に
、
町
村
（
既
に
教
育
委
員
会
を
設
置
し
て
い
る
町
村
を
除
く
。）
は
昭
和
二
七
年
一
一
月
一
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
教
育
委

六
一
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九
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員
会
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
規
定
を
受
け
て
、
教
育
委
員
会
は
す
べ
て
の
都
道
府
県
と
市
町
村
及
び
特
別
区
に
設
置
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
に
教
育
委
員
会
の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
の
は
都
道
府
県
と
五
大
都
市
だ
け

で
あ
り
、
他
の
市
区
町
村
は
任
意
設
置
と
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
に
教
育
委
員
会
を
設
置
し
た
の
は
四
六
市
だ
け
で
あ
り
、
都
道
府
県
と

五
一
の
市
に
お
い
て
教
育
委
員
の
半
数
の
選
挙
が
実
施
さ
れ
、
教
育
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。
教
育
委
員
会
選
挙
の
投
票
率
は
全
国
平
均

五
六
・
五
％
、
東
京
都
で
は
二
九
％
で
あ
っ
た
。
同
時
期
の
地
方
議
会
選
挙
の
投
票
率
が
八
〇
％
強
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
教
育
委
員
選

挙
の
投
票
率
の
低
さ
が
問
題
と
さ
れ
た
。

一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
に
第
二
回
の
教
育
委
員
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
が
、
一
般
市
町
村
の
教
育
委
員
会
の
設
置
が
一
九
五
二
（
昭
和

二
七
）
年
ま
で
延
期
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
任
意
設
置
し
た
一
五
市
が
増
え
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
こ
の
選
挙
に
お
け
る
投
票
率
は
全
国
平
均

が
五
二
・
八
％
で
あ
り
、
東
京
都
は
二
一
％
、
特
別
区
は
一
七
・
五
％
で
あ
っ
た
。
一
九
五
二
年
一
〇
月
に
は
、
全
市
町
村
に
教
育
委
員
会

が
設
置
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
第
三
回
の
教
育
員
委
員
選
挙
が
全
市
町
村
で
実
施
さ
れ
た
。
投
票
率
は
五
九
・
八
％
で
あ
っ
た

（
24
）

。
選
挙

前
の
八
月
に
政
府
は
「
全
市
町
村
で
の
教
育
委
員
選
挙
を
取
り
や
め
、
教
育
委
員
会
を
広
域
設
置
と
す
る
教
育
委
員
会
法
の
改
正
法
案
」

を
提
出
し
た
が
、
吉
田
首
相
の
「
抜
き
打
ち
解
散
」
で
廃
案
と
な
り
、
教
育
委
員
選
挙
が
実
施
さ
れ
た

（
25
）

。
そ
の
後
、
一
九
五
六
（
昭
和

三
一
）
年
は
「
教
育
委
員
会
法
」
が
廃
止
さ
れ
、
か
わ
り
に
「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ
れ
、
教
育

委
員
会
の
委
員
は
公
選
制
か
ら
首
長
が
議
会
の
同
意
を
得
て
任
命
す
る
制
度
へ
と
改
革
さ
れ
た

（
26
）

。

な
お
、
教
育
行
政
の
地
方
移
管
に
と
も
な
う
市
町
村
の
行
財
政
能
力
を
問
題
と
す
る
、
人
口
一
万
人
以
下
の
町
村
へ
の
「
特
別
教
育
区
」

設
置
問
題
は
、
一
部
の
市
町
村
で
の
一
部
事
務
組
合
の
設
置
を
行
っ
た
こ
と
と
、
一
九
五
三
（
昭
和
二
八
）
年
か
ら
一
九
六
一
（
昭
和
三
六
）

年
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
昭
和
の
大
合
併
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
解
消
で
き
た
と
判
断
で
き
る
。
ま
た
、
教
育
委
員
会
が
合
議
制
執
行
機
関

六
一
二
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縄
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五
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で
あ
り
、
教
育
政
策
の
決
定
と
そ
の
失
効
を
あ
わ
せ
て
行
う
行
政
委
員
会
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
規
則
制
定
権
が
認
め
ら
れ
、
経
費
の
自
己

負
担
も
求
め
ら
れ
た
。
た
だ
し
当
時
の
日
本
の
経
済
状
況
の
問
題
も
あ
り
、
一
部
は
国
庫
に
よ
っ
て
補
助
す
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
た

（
27
）

。

市
町
村
を
単
位
と
し
た
地
方
教
育
委
員
会
の
あ
り
方
に
一
石
を
投
じ
た
も
の
は
、
一
九
六
二
（
昭
和
三
七
）
年
に
制
定
さ
れ
た
「
義
務

教
育
諸
学
校
の
教
科
用
図
書
の
無
償
措
置
に
関
す
る
法
律
」
で
あ
っ
た
。
同
法
は
、
公
立
学
校
の
義
務
教
育
に
お
け
る
教
科
書
の
無
償
配

布
に
関
し
て
は
、
第
一
二
条
【
採
択
地
区
】
に
「
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
は
、
当
該
都
道
府
県
の
区
域
に
つ
い
て
、
市
町
村
の
区
域
又

は
こ
れ
ら
の
区
域
を
併
せ
た
地
域
に
、
教
科
用
図
書
採
択
地
区
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
採
択
地
区
」
と
い
う
。）
を
設
定
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
②
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
は
、
採
択
地
区
を
設
定
し
、
又
は
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
市
町
村
の
教
育
委

員
会
の
意
見
を
き
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
③
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
は
、
採
択
地
区
を
設
定
し
、
又
は
変
更
し
た
と
き
は
、
す
み
や

か
に
こ
れ
を
告
示
す
る
と
と
も
に
、
文
部
科
学
大
臣
に
そ
の
旨
を
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
、
市
町
村
で
は
な
く
単
数
あ

る
い
は
複
数
の
市
町
村
を
単
位
と
す
る
「
採
択
地
区
」
単
位
で
の
教
科
書
の
無
償
配
布
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。
二
〇
〇
三

（
平
成
一
五
）
年
四
月
当
時
の
日
本
に
は
五
四
四
の
採
択
地
区
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
当
時
の
市
区
町
村
数
は
三
二
一
三
で
あ
っ
た
の
で
、

各
採
択
地
区
は
平
均
五
・
九
の
市
区
町
村
（
教
育
委
員
会
）
で
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
現
在
の
一
七
四
一
市
区
町
村
数
で
判
断
す

る
と
、
各
採
択
地
区
は
平
均
三
・
二
の
市
区
町
村
（
教
育
委
員
会
）
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る

（
28
）

。

ま
た
、「
都
道
府
県
教
育
委
員
会
の
地
方
出
先
機
関
で
あ
り
、
都
道
府
県
教
育
委
員
会
の
管
理
機
能
を
補
完
し
な
が
ら
市
町
村
教
育
委

員
会
へ
の
指
導
・
支
援
等
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
組
織
で
あ
る
」
教
育
事
務
所
は
、
平
成
一
六
年
六
月
一
日
現
在
、
滋
賀
県
、
奈
良
県
、

徳
島
県
を
除
く
四
四
都
道
府
県
に
二
五
九
設
置
さ
れ
て
い
た
。
二
〇
〇
四
（
平
成
一
六
）
年
七
月
一
日
当
時
の
四
四
都
道
府
県
の
市
町
村

数
は
二
九
五
二
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
均
一
一
・
四
市
町
村
で
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
後
、
二
〇
一
〇
年
前
後
か
ら
、

六
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長
崎
県
、
三
重
県
、
和
歌
山
県
、
山
口
県
な
ど
が
教
育
事
務
所
を
廃
止
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
「
①
市
町
村
合
併
の
進
展
に
と

も
な
う
教
育
事
務
所
の
役
割
分
担
の
見
直
し
、
②
行
財
政
改
革
の
推
進
、
③
学
校
事
務
の
執
行
態
勢
の
改
善
」
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る

（
29
）

。

教
科
書
の
「
採
択
地
域
」
や
「
教
育
事
務
所
」
ば
か
り
で
な
く
、「
教
育
委
員
会
」
そ
の
も
の
も
平
成
の
大
合
併
に
よ
っ
て
区
域
変
更
を

中
心
と
し
た
変
革
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

4　

沖
縄
県
の
教
育
委
員
会
制
度
と
義
務
教
育
教
科
書
採
択
地
区

沖
縄
県
の
郡
と
市
町
村
の
関
係
を
見
れ
ば
、
表
1
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
五
つ
存
在
す
る
広
域
市
町
村
圏
の
う
ち
三
つ
は
沖
縄
本
島

を
中
心
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
沖
縄
本
島
は
県
の
六
四
％
の
面
積
を
有
し
、
宮
古
・
八
重
山
は
三
六
％
で
あ
り
、
ほ
ぼ
三
分
の
二
と
三
分

の
一
の
関
係
に
あ
る
。
ま
た
沖
縄
本
島
の
人
口
は
県
の
約
九
二
％
を
占
め
て
お
り
、
宮
古
・
八
重
山
は
そ
れ
ぞ
れ
約
四
％
と
な
っ
て
お
り
、

沖
縄
本
島
へ
の
人
口
集
中
の
強
さ
が
わ
か
る
。
そ
の
人
口
も
南
部
に
ほ
ぼ
五
〇
％
の
人
口
が
集
中
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
県
庁
所
在
地
一

極
集
中
化
傾
向
が
沖
縄
県
で
も
強
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

こ
う
し
た
旧｢

郡｣

や｢

市
町
村｣

の
歴
史
的
変
遷
を
前
提
に
、
沖
縄
県
教
育
委
員
会
は
「
義
務
教
育
諸
学
校
の
教
科
書
用
図
書
の
無

償
措
置
に
関
す
る
法
律
」
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
い
て
、
表
2
の
よ
う
に
六
つ
の
採
択
地
域
を
設
定
し
た
。「
国
頭
地
区
」
は
、
名
護

市
、
国
頭
村
、
大
宜
味
村
、
東
村
、
今
帰
仁
村
、
本
部
町
、
恩
納
村
、
宜
野
座
村
、
金
武
町
、
伊
江
村
の
一
市
・
二
町
・
七
村
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。「
中
頭
地
区
」
は
、
沖
縄
市
、
う
る
ま
市
、
宜
野
湾
市
、
北
谷
町
、
嘉
手
納
町
、
西
原
町
、
読
谷
村
、
北
中
城
村
、
中
城
村

の
三
市
三
町
三
村
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。「
浦
添
・
那
覇
地
域
」
は
そ
の
名
の
通
り
那
覇
市
と
浦
添
市
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。「
島
尻
地

域
」
は
糸
満
市
、
豊
見
城
市
、
南
城
市
、
与
那
原
町
、
南
風
原
町
、
八
重
瀬
町
、
渡
嘉
敷
村
、
座
間
味
村
、
粟
国
村
、
渡
名
喜
村
、
伊
平

六
一
四



沖
縄
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屋
村
、
伊
是
名
村
、
南
大
東
村
、
北
大
東
村
、
久
米
島
町
の
三
市
四
町
八
村
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。「
宮
古
地
域
」
宮
古
島
市
と
多
良
間

村
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。「
八
重
山
地
域
」
は
、
石
垣
市
、
竹
富
町
、
与
那
国
町
の
一
市
二
町
で
構
成
さ
れ
て
い
た

（
30
）

。

旧
「
郡
」
と
の
関
係
か
ら
い
え
ば
、「
採
択
地
域
」
は
、
那
覇
市
と
浦
添
市
を
独
立
し
た
採
択
地
域
と
し
た
以
外
は
、
法
律
に
従
い
、

旧
郡
内
か
ら
市
と
な
っ
て
独
立
し
た
地
域
表
示
と
な
っ
た
「
市
」
と
「
郡
」
を
一
体
し
た
地
域
、
単
純
に
い
え
ば
旧
郡
を
単
位
と
し
て
設

沖
　

縄
　

県
　

の
　

広
　

域
　

市
　

町
　

村
　

圏
表
1

広
域

市
町

村
名

構
　

成
　

市
　

町
　

村
構

成
市

町
村

数
面

　
積

人
　

口
備

　
　

考

北
部

広
域

市
町

村
圏

名
護

市
、

国
頭

村
、

大
宜

味
村

、
東

村
、

今
帰

仁
村

、
本

部
町

、
恩

納
村

、
宜

野
座

村
、

金
武

村
、

伊
江

村
、

伊
平

屋
村

、
伊

是
名

村
1市

・
2町

・
9村

824.64㎢
（

36.2）
129110
（

9.1）
伊

平
屋

村
と

伊
是

名
村

は
島

尻
郡

に
帰

属
す

る
村

で
あ

る

中
部

広
域

市
町

村
圏

沖
縄

市
、

う
る

ま
市

、
宜

野
湾

市
、

北
谷

町
、

嘉
手

納
町

、
西

原
町

、
読

谷
村

、
北

中
城

村
、

中
城

村
3市

・
3町

・
3村

261.69㎢
（

11.5）
496739
（

35.1）

南
部

広
域

市
町

村
圏

那
覇

市
、

浦
添

市
、

糸
満

市
、

豊
見

城
市

、
南

城
市

、
与

那
原

町
、

南
風

原
町

、
八

重
瀬

町
、

渡
嘉

敷
村

、
座

間
味

村
、

粟
国

村
、

渡
名

喜
村

、
南

大
東

村
、

北
大

東
村

、
久

米
島

町

5市
・

4町
・

6村
371.37㎢
（

16.3）
678081
（

48.6）
島

尻
郡

の
伊

平
屋

村
と

伊
是

名
郡

を
除

い
た

地
域

で
構

成

宮
古

広
域

市
町

村
圏

現
・

宮
古

島
市

（
平

良
市

、
城

辺
町

、
下

地
町

、
上

野
村

、
伊

良
部

町
）、

多
良

間
村

1市
・

3町
・

2村
226.48㎢
（

10.0）
56023
（

4.0）
現

在
は

1市
1村

で
構

成

八
重

山
広

域
市

町
村

圏
石

垣
市

、
竹

富
町

、
与

那
国

町
1市

・
2町

591.97㎢
（

26.0）
53627
（

3.8）

平
　

　
　

均
9市

町
村

455.23㎢
282,717

現
在

は
平

均
8.2市

町
村

注
：

 人
口

と
面

積
は

沖
縄

県
Ｈ

Ｐ
「

市
町

村
の

人
口

・
世

帯
数

・
面

積
」（

http://w
w
w
.pref.okinaw

a.jp/site/kikaku/shichoson/2431.htm
l）

を
参

照
し

て
作

成
し

た
。

六
一
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政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
六
九
八
）

定
さ
れ
た
。
言
葉
を
か
え
て
い
え
ば
、
那
覇
市
と
浦
添
市
に
併
合
さ
れ
た
地
域
を
の
ぞ
い
て
、
一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
年
に
設
定
さ
れ

た
五
つ
の
郡
の
区
域
に
あ
る
市
町
村
を
単
位
と
し
て
採
択
地
域
を
設
定
し
た
こ
と
に
な
る
。
広
域
市
町
村
圏
と
の
関
係
か
ら
い
え
ば
、
島

尻
郡
に
帰
属
す
る
も
の
の
地
理
的
に
は
国
頭
郡
に
近
い
伊
平
屋
村
と
伊
是
名
村
を
、
南
部
広
域
市
町
村
圏
で
は
な
く
北
部
広
域
市
町
村
圏

に
帰
属
さ
せ
、
地
理
的
要
件
を
中
心
と
し
た
広
域
行
政
の
推
進
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。
島
尻
採
択
地
区
は
、
南
部
広
域
市
町
村
圏
か
ら
外

沖
縄

県
の

教
科

用
図

書
採

択
地

区
（

旧
）

表
2

採
択

地
区

名
構

　
成

　
市

　
町

　
村

構
成

市
町

村
数

面
　

積
人

　
口

備
　

　
考

国
頭

採
択

地
区

名
護

市
、

国
頭

村
、

大
宜

味
村

、
東

村
、

今
帰

仁
村

、
本

部
町

、
恩

納
村

、
宜

野
座

村
、

金
武

村
、

伊
江

村
1市

・
2町

・
7村

787.48㎢
（

34.6）
126202
（

8.9）
名

護
市

と
国

頭
郡

で
構

成
（

旧
国

頭
郡

の
区

域
）

中
頭

採
択

地
区

沖
縄

市
、

う
る

ま
市

、
宜

野
湾

市
、

北
谷

町
、

嘉
手

納
町

、
西

原
町

、
読

谷
村

、
北

中
城

村
、

中
城

村
3市

・
3町

・
3村

261.69㎢
（

11.5）
496739
（

33.1）
3市

と
中

頭
郡（

旧
中

頭
郡

の
区

域
）

浦
添

・
那

覇
採

択
地

区
那

覇
市

、
浦

添
市

2市
58.33㎢
（

0.26）
427598
（

30.2）

島
尻

採
択

地
区

糸
満

市
、

豊
見

城
市

、
南

城
市

、
与

那
原

町
、

南
風

原
町

、
八

重
瀬

町
、

渡
嘉

敷
村

、
座

間
味

村
、

粟
国

村
、

渡
名

喜
村

、
南

大
東

村
、

北
大

東
村

、
久

米
島

町
、

伊
平

屋
村

、
伊

是
名

村

3市
・

4町
・

8村
350.20㎢
（

15.4）
136635
（

13.2）

旧
島

尻
郡

か
ら

、
那

覇
市

と
浦

添
市

と
合

併
し

た
町

村
を

除
い

た
区

域
内

の
市

町
村

で
構

成

宮
古

採
択

地
区

現
・

宮
古

島
市

（
平

良
市

、
城

辺
町

、
下

地
町

、
上

野
村

、
伊

良
部

町
）、

多
良

間
村

1市
・

3町
・

2村
226.48㎢
（

10.0）
56023
（

4.0）

八
重

山
採

択
地

区
石

垣
市

、
竹

富
町

、
与

那
国

町
1市

・
2町

591.97㎢
（

26.0）
53627
（

3.8）

平
　

　
　

均
7.5市

町
村

379.36㎢
235,597

現
在

は
平

均
6.8市

町
村

注
：

 人
口

と
面

積
は

沖
縄

県
Ｈ

Ｐ
「

市
町

村
の

人
口

・
世

帯
数

・
面

積
」（

http://w
w
w
.pref.okinaw

a.jp/site/kikaku/shichoson/2431.htm
l）

を
参

照
し

て
作

成
し

た
。
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沖
縄
県
の
義
務
教
育
教
科
書
採
択
地
区
を
通
し
て
み
た
平
成
の
大
合
併
と
広
域
行
政
（
山
田
）

（
六
九
九
）

れ
て
北
部
広
域
市
町
村
圏
に
帰
属
す
る
こ
と
に
な
っ
た
伊
平
屋
村
と
伊
是
名
村
、
独
立
し
て
浦
添
・
那
覇
採
択
地
区
を
形
成
す
る
こ
と
に

な
っ
た
那
覇
市
と
浦
添
市
を
除
い
た
市
町
村
で
構
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
宮
古
採
択
地
区
は
宮
古
広
域
市
町
村
圏
と
、
八

重
山
採
択
地
区
は
八
重
山
広
域
市
町
村
圏
と
同
じ
地
域
を
対
象
と
し
て
設
置
さ
れ
た
。
法
律
に
添
っ
た
形
で
採
択
地
区
の
設
定
が
な
さ
れ

た
こ
と
が
わ
か
る
。

沖
縄
県
で
は
全
市
町
村
に
教
育
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
外
に
、
複
合
一
部
事
務
組
合
と
し
て
、
糸
満
市
、
豊
見
城
市
、
南

城
市
、
南
風
原
町
、
八
重
瀬
町
、
渡
嘉
敷
村
、
座
間
味
村
、
粟
国
村
、
渡
名
喜
村
、
座
間
味
村
、
南
大
東
村
、
北
大
東
村
の
与
那
原
市
と

久
米
島
町
を
の
ぞ
い
た
島
尻
郡
全
町
村
と
、
中
頭
郡
の
西
原
町
の
三
市
・
三
町
・
六
村
で
構
成
さ
れ
て
い
る
「
南
部
広
域
行
政
組
合
」
の

中
に
、
教
育
に
関
す
る
「
1
．
視
聴
覚
教
育
シ
ス
テ
ム
整
備
及
び
管
理
運
営
（
西
原
町
を
除
く
）」
と
、「
2
．
教
育
研
究
所
の
設
置
及
び

管
理
運
営
（
西
原
町
と
南
北
大
東
村
を
除
く
）」
の
二
つ
が
お
か
れ
て
い
る

（
31
）

。

ま
た
、
沖
縄
県
教
育
委
員
会
は
県
内
に
六
の
教
育
事
務
所
を
配
置
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
伊
江
村
、
伊
是
名
村
、
伊
平
屋
村
、
大
宜
味

村
、
宜
野
座
村
、
金
武
町
、
国
頭
村
、
今
帰
仁
村
、
名
護
市
、
東
村
、
本
部
町
の
一
市
・
二
町
・
八
村
か
ら
な
る
「
国
頭
教
育
事
務
所
」、

う
る
ま
市
、
沖
縄
市
、
恩
納
村
、
嘉
手
納
町
、
北
中
城
村
、
宜
野
湾
市
、
北
谷
町
、
中
城
村
、
西
原
町
、
読
谷
村
の
三
市
・
三
町
・
四
村

か
ら
な
る
「
中
城
教
育
事
務
所
」、
浦
添
市
、
北
大
東
村
、
久
米
島
町
、
那
覇
市
、
南
大
東
村
の
二
市
・
一
町
・
二
村
か
ら
な
る
「
那
覇

教
育
事
務
所
」、
粟
国
村
、
糸
満
市
、
南
城
市
、
八
重
瀬
町
、
座
間
味
村
、
渡
嘉
敷
村
、
渡
名
喜
村
、
豊
見
城
市
、
南
風
原
町
、
与
那
原

町
の
三
市
・
三
町
・
四
村
か
ら
な
る
「
島
尻
教
育
事
務
所
」、
多
良
間
村
、
宮
古
島
市
の
一
市
・
一
村
か
ら
成
る
「
宮
古
教
育
事
務
所
」、

石
垣
市
、
竹
富
町
、
与
那
国
町
の
一
市
・
二
町
か
ら
な
る
「
八
重
山
教
育
事
務
所
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
当
時
の
い
わ
ゆ
る
（
旧
）
教
科

用
図
書
採
択
地
区
と
は
若
干
異
な
る
も
の
の
、
人
口
や
面
積
に
一
定
の
配
慮
を
し
た
、
沖
縄
県
の
広
域
的
な
教
育
事
務
の
実
施
主
体
と
考

六
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政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
七
〇
〇
）

え
ら
れ
た
地
域
で
あ
る
と
い
え
る

（
32
）

。

沖
縄
県
に
は
人
口
一
千
人
未
満
が
五
村
、
一
千
人
以
上
二
千
人
未
満
が
一
町
・
五
村
、
二
千
人
以
上
五
千
人
未
満
が
一
町
・
二
村
、
五

千
人
以
上
一
万
人
未
満
が
一
町
・
三
村
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
全
市
町
村
の
四
十
四
％
に
あ
た
る
合
計
三
町
・
一
五
村
の
う
ち
、
五
村
は

国
頭
郡
の
沖
縄
本
島
に
位
置
し
て
い
る
国
頭
村
（
五
二
九
四
人
）、
大
宜
味
村
（
三
三
九
八
人
）、
東
村
（
一
九
四
六
人
）、
今
帰
仁
村

（
九
五
一
八
人
）、
宜
野
座
村
（
五
六
四
七
人
）
で
あ
る
。
残
り
は
国
頭
村
の
島
で
あ
る
伊
江
村
（
四
八
四
〇
人
）
と
、
島
尻
郡
の
一
町
（
久
米

島
町
：
八
五
四
一
人
）・
八
村
（
渡
嘉
敷
村
：
七
〇
五
人
）、（
座
間
味
村
：
八
九
八
人
）、（
粟
国
村
：
八
〇
七
人
）、（
渡
名
喜
村
：
四
〇
八
人
）、（
南
大

東
村
：
一
二
六
三
人
）、（
北
大
東
村
：
五
二
四
）、（
伊
平
屋
村
：
一
三
一
七
人
）、（
伊
是
名
村
：
一
五
九
一
人
）
と
、
宮
古
郡
の
多
良
間
村

（
一
三
〇
三
人
）
と
、
八
重
山
郡
の
竹
富
町
（
三
九
二
三
人
）
と
与
那
国
町
（
一
五
八
一
人
）
で
あ
る

（
33
）

。
島
嶼
地
域
が
多
い
こ
と
や
自
然
の
中

の
集
落
単
位
に
町
村
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
理
解
で
き
る
が
、
教
育
行
政
に
お
い
て
も
少
し
広
域
化
を
考
え
る
こ
と
も
必
要
だ
と
い

わ
ざ
る
を
え
な
い
。

5　

八
重
山
地
区
教
科
書
問
題
の
経
緯

こ
う
し
た
中
、（
旧
）
教
科
用
図
書
採
択
地
区
の
一
つ
で
あ
る
八
重
山
地
区
で
、「
二
〇
一
二
年
か
ら
使
用
さ
れ
る
中
学
校
の
教
科
書
に

つ
い
て
石
垣
市
、
竹
富
町
、
与
那
国
町
か
ら
な
る
沖
縄
県
八
重
山
採
択
地
区
協
議
会
は
一
一
年
八
月
二
三
日
、
Ａ
社
（
育
鵬
社
・
著
書
註
）

発
行
の
公
民
教
科
書
を
採
択
す
る
と
多
数
派
が
答
申
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
に
反
発
し
た
竹
富
町
教
育
委
は
、
そ
れ
と
は
別
に
独
自
に

Ｂ
社
発
行
の
公
民
教
科
書
の
採
択
を
決
定
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
沖
縄
県
教
委
は
、
採
択
教
科
書
の
一
本
化
を
図
る
よ
う
八
重
山
地
区
の

三
教
委
に
働
き
か
け
、
そ
の
結
果
、
九
月
八
日
に
三
教
委
の
全
教
育
委
員
に
よ
る
臨
時
会
議
が
開
催
さ
れ
、
先
の
答
申
を
覆
し
て
Ｂ
社

六
一
八



沖
縄
県
の
義
務
教
育
教
科
書
採
択
地
区
を
通
し
て
み
た
平
成
の
大
合
併
と
広
域
行
政
（
山
田
）

（
七
〇
一
）

（
東
京
書
籍
・
同
）
教
科
書
を
採
択
す
る
こ
と
が
賛
成
多
数
で
決
ま
っ
た
。
し
か
し
、
今
度
は
こ
の
決
定
に
対
し
て
、
石
垣
市
教
委
と
与
那

国
町
教
委
の
教
育
長
が
文
部
科
学
省
に
直
接
異
議
を
申
し
立
て
た
こ
と
か
ら
事
態
は
さ
ら
に
複
雑
化
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た

（
34
）

」
と
い
う

混
乱
が
生
じ
た
。
こ
の
対
立
は｢

義
務
教
育
諸
学
校
の
教
科
書
用
図
書
の
無
償
措
置
に
関
す
る
法
律｣

が
、
第
一
三
条
で
「
当
該
採
択
地

区
内
の
市
町
村
の
教
育
委
員
会
は
、
協
議
し
て
種
目
ご
と
に
同
一
の
教
科
用
図
書
を
採
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
に
反
す
る
こ

と
か
ら
問
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

二
〇
一
一
（
平
成
二
三
）
年
八
月
二
三
日
の
八
重
山
採
択
地
区
の
採
択
地
区
協
議
会
に
お
い
て
育
鵬
社
を
選
定
し
た
。
二
六
日
に
は
石

垣
市
と
与
那
国
町
が
採
択
地
区
協
議
会
の
答
申
ど
お
り
の
教
科
書
を
採
択
し
た
。
し
か
し
二
七
日
に
竹
富
町
で
は
採
択
地
区
協
議
会
の
答

申
と
は
別
の
東
京
書
籍
の
教
科
書
を
採
択
し
た
。
そ
の
後
九
月
八
日
に
三
市
町
の
全
教
育
委
員
に
よ
る
議
論
に
よ
っ
て
東
京
書
籍
を｢

選

定｣

す
る
こ
と
を
多
数
決
で
可
決
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
石
垣
市
教
育
長
と
与
那
国
町
教
育
長
が
、
九
月
八
日
の
協
議
が
無
効
で
あ
る
旨

の
文
書
を
文
部
科
学
省
に
提
出
し
た
。
こ
れ
を
う
け
て
文
部
科
学
大
臣
は
一
二
月
二
日
に
沖
縄
県
教
育
委
員
会
に
対
し
て
、「
現
時
点
の

状
況
で
は
、
八
月
二
三
日
に
出
さ
れ
た
八
重
山
採
択
地
区
協
議
会
の
答
申
及
び
八
月
三
一
日
の
再
協
議
の
結
果
が
無
償
措
置
法
の
規
定
に

よ
る
『
協
議
の
結
果
』
で
あ
り
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
採
択
を
行
っ
た
教
育
委
員
会
（
石
垣
市
、
与
那
国
町
）
に
対
し
て
は
、
教
科
書
の
無
償

給
与
を
す
る
こ
と
に
な
る
」、「『
協
議
の
結
果
』
に
基
づ
い
て
採
択
を
行
っ
て
い
な
い
教
育
委
員
会
（
竹
富
町
）
に
つ
い
て
は
、
国
の
無
償

給
与
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
が
、
地
方
公
共
団
体
自
ら
教
科
書
を
購
入
し
、
生
徒
に
無
償
で
給
与
す
る
こ
と
ま
で
、
法
令
上
禁
止
さ
れ
る

も
の
で
は
な
い
」
と
文
書
で
通
知
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
二
〇
一
二
（
平
成
二
四
）
年
二
月
二
二
日
に
竹
富
町
教
育
委
員
会
が
臨
時
教
育
委
員
会
会
議
を
開
き
、「
国
に
対
し
て
、

引
き
続
き
東
京
書
籍
版
の
公
民
教
科
書
の
無
償
給
与
を
求
め
る
」、「
篤
志
家
か
ら
の
支
援
を
受
け
て
、
公
民
教
科
書
を
調
達
す
る
」、「
新

六
一
九
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（
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二
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年
度
の
授
業
に
間
に
合
う
よ
う
に
、
竹
富
町
と
し
て
教
科
書
を
配
布
す
る
」
こ
と
を
決
定
し
実
行
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
文
部
科
学
省
は

二
〇
一
三
（
平
成
二
五
）
年
四
月
三
日
竹
富
町
と
沖
縄
県
に
文
書
で
指
導
し
た
が
、
竹
富
町
教
育
委
員
会
は
「
地
方
教
育
行
政
法
第
二
三

条
第
六
号
に
基
づ
い
て
教
科
書
採
択
権
を
正
当
に
行
使
し
て
い
る
」
等
の
回
答
を
お
こ
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
文
部
科
学
大
臣
は
一
〇

月
一
八
日
に
沖
縄
県
教
育
委
員
会
に
対
し
「
竹
富
町
教
育
委
員
会
に
対
し
て
是
正
の
要
求
を
行
う
よ
う
に
指
示
」
し
た

（
35
）

。
対
立
の
背
景
に

は
、「
教
科
書
採
択
に
関
し
て
は
、
教
科
書
無
償
措
置
法
が
採
択
地
区
協
議
会
で
決
め
た
同
じ
教
科
書
を
使
う
と
定
め
る
一
方
、
地
方
教

育
行
政
法
は
各
市
町
村
に
採
択
権
限
を
与
え
る
と
い
う
『
矛
盾
』
が
生
じ
て
お
り
」、「
民
主
党
政
権
は
、
無
償
措
置
法
違
反
の
状
況
を
解

消
す
る
よ
う
に
三
市
町
に
求
め
る
一
方
、『
竹
富
町
の
採
択
を
無
効
と
は
で
き
な
い
』
と
い
う
考
え
だ
っ
た
。
し
か
し
、
自
民
党
政
権
は

『
違
法
状
態
は
認
め
ら
れ
な
い
』
と
竹
富
町
の
採
択
の
や
り
直
し
を
求
め
て
い
た
」
と
こ
ろ
に
あ
っ
た

（
36
）

。

一
市
二
町
に
よ
る
採
択
教
科
書
の
決
定
は
、
単
純
に
い
え
ば
各
教
育
委
員
会
の
意
思
を
尊
重
し
た
多
数
決
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
教
育

長
の
行
動
か
ら
み
れ
ば
二
対
一
の
多
数
決
に
よ
っ
て
育
鵬
社
の
教
科
書
の
採
択
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
市
町
村
の
独
立
性
を
尊
重
し

た
場
合
に
も
、
二
対
一
の
多
数
決
で
育
鵬
社
の
教
科
書
を
採
択
す
べ
き
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
各
市
町
の
人
口
を
比
較
し
た
場
合

に
は
、
石
垣
市
の
人
口
が
約
四
万
八
千
人
、
竹
富
町
は
約
四
千
人
、
与
那
国
町
は
約
千
五
百
人
で
あ
り
、
石
垣
市
の
人
口
が
全
体
の
ほ
ぼ

九
〇
％
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
石
垣
市
の
意
向
を
尊
重
す
べ
き
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
教
育
委
員
全
体
の
投
票
で
は
東
京
書
籍
の

教
科
書
採
択
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。
教
育
委
員
の
間
の
意
見
は
分
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
単
位
の
多
数
決
と
は
異
な
る
結
果
に

な
る
よ
う
な
委
員
構
成
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
採
択
地
区
協
議
会
に
お
け
る
教
育
委
員
全
員
で
の
投
票
は
、
一
市
二
町
の
対
等
性
を
前

提
と
し
、
か
つ
各
委
員
の
自
主
性
を
尊
重
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
石
垣
市
と
竹
富
町
の
委
員
は
そ
れ
ぞ
れ
五
人
で
あ
り
与

那
国
町
は
三
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
票
の
格
差
の
視
点
か
ら
い
え
ば
、
石
垣
市
の
強
大
な
人
口
が
軽
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
本

六
二
〇
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縄
県
の
義
務
教
育
教
科
書
採
択
地
区
を
通
し
て
み
た
平
成
の
大
合
併
と
広
域
行
政
（
山
田
）

（
七
〇
三
）

来
行
政
委
員
会
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
教
育
委
員
が
公
選
で
あ
れ
ば
少
し
異
な
っ
た
判
断
も
可
能
と
な
る
が
、
任
命
制
の
委
員
で
あ
る
以
上
、

と
も
す
れ
ば
政
治
性
を
帯
び
や
す
い
と
い
う
問
題
が
そ
こ
に
は
残
る
可
能
性
が
高
い
。
と
は
い
え
、
い
た
ず
ら
に
「
住
民
投
票
」
を
用
い

て
も
、
そ
こ
に
法
的
拘
束
力
が
な
け
れ
ば
混
乱
を
増
幅
さ
せ
る
だ
け
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

ま
た
沖
縄
県
が
採
択
地
区
や
地
方
事
務
所
の
設
定
単
位
を
八
重
山
地
区
と
し
て
い
る
の
は
、
日
本
の
財
政
危
機
問
題
に
起
因
す
る
行
政

の
効
率
化
の
問
題
が
、
広
域
行
政
の
メ
リ
ッ
ト
（
ス
ケ
ー
ル
・
メ
リ
ッ
ト
）
を
考
慮
し
て
い
る
た
め
と
も
い
え
る
。
教
育
は
誰
が
行
う
べ
き

か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
は
、
単
純
に
は
①
両
親
や
家
族
、
②
地
方
公
共
団
体
、
③
国
家
と
い
う
答
え
が
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
国
家

で
あ
れ
ば
こ
う
し
た
地
方
的
な
問
題
が
前
面
に
出
て
く
る
こ
と
は
少
な
い
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
両
親
や
家
族
で
は
、
教
育
の
質
と
量
の
確

保
が
困
難
と
な
る
、
結
果
的
に
は
両
親
や
家
族
を
中
心
と
し
た
本
来
の
子
女
の
教
育
の
義
務
を
負
う
住
民
の
声
を
反
映
さ
せ
な
が
ら
、
地

方
公
共
団
体
が
担
当
す
る
ほ
か
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の
制
度
と
し
て
導
入
さ
れ
た
も
の
が
教
育
委
員
会
制
度
で
あ
り
、
教
育
機
会

の
均
等
の
一
つ
の
手
段
と
し
て
の
教
科
書
の
無
償
配
布
に
関
し
て
は
、
財
政
力
の
観
点
か
ら
国
家
が
協
力
す
る
こ
と
は
必
要
不
可
欠
な
要

件
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
教
科
書
の
採
択
地
域
問
題
で
は
、
本
来
義
務
教
育
の
実
施
主
体
で
あ
る
市
町
村
と
そ
の
教
育
委
員
会
で
は
な
く
、

複
数
の
市
町
村
と
そ
の
教
育
委
員
会
が
協
議
会
を
設
置
し
て
行
う
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
問
題
で
あ
る
と
い
え
る
。

八
重
山
地
方
で
こ
う
し
た
問
題
が
起
こ
っ
た
背
景
に
は
、
若
干
の
政
治
的
対
立
が
あ
っ
た
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。
八
重
山
地
域
の
一

体
化
を
目
的
と
し
た
合
併
計
画
や
、
石
垣
市
と
竹
富
町
の
合
併
計
画
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
石
垣
市
と
竹
富
町
の
間
に
は
、
広

域
行
政
の
展
開
に
関
す
る
あ
る
種
の
共
通
認
識
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
石
垣
市
で
は
一
九
九
四
（
平
成
六
）
年
に
市
長

に
当
選
し
た
大
濱
長
照
氏
が
二
〇
一
〇
（
平
成
二
二
）
ま
で
四
期
に
わ
た
っ
て
市
長
を
務
め
て
い
た
が
、
同
年
二
月
か
ら
中
山
義
隆
氏

（
現
職
）
が
二
期
に
わ
た
っ
て
市
長
を
勤
め
て
い
る
。
革
新
系
か
ら
保
守
系
へ
と
市
長
が
交
代
し
て
い
る
。
他
方
竹
富
町
で
は
一
九
九
六

六
二
一
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（
平
成
八
）
年
以
降
四
年
ご
と
に
町
長
が
交
代
し
て
い
た
が
、
二
〇
〇
八
（
平
成
二
〇
）
年
か
ら
二
期
（
現
職
）、
革
新
系
の
川
満
栄
長
氏
が

町
長
を
勤
め
て
い
る
。
与
那
国
町
で
は
二
〇
〇
五
（
平
成
一
七
）
年
か
ら
三
期
（
現
職
）、
保
守
系
の
外
間
守
吉
氏
が
町
長
を
勤
め
て
い
る

（
37
）

。

こ
う
し
た
政
治
的
な
対
立
が
問
題
の
背
景
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
は
推
測
で
き
る
。

6　

八
重
山
地
区
教
科
書
問
題
を
通
し
て
み
る
広
域
行
政
と
市
町
（
村
）

八
重
山
地
域
の
総
面
積
は
五
九
一
・
八
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
沖
縄
県
の
総
面
積
（
二
二
七
一
・
五
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
の
約
四
分
の

一
に
相
当
す
る
地
域
で
あ
る
。
八
重
山
群
島
は
有
人
島
一
二
島
と
無
人
島
二
〇
島
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
有
人
島
は
石
垣
市
一
島
、
与

那
国
町
一
島
、
竹
富
町
一
〇
島
で
あ
り
、
無
人
島
は
尖
閣
諸
島
を
含
め
て
石
垣
市
一
三
島
、
竹
富
町
一
三
島
と
な
っ
て
い
る
。
最
大
面
積

の
島
は
竹
富
町
に
あ
る
二
八
九
・
二
七
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
西
表
島
（
沖
縄
本
島
を
除
く
沖
縄
で
最
大
の
島
）
で
、
竹
富
町
の
総
面
積

三
三
四
・
〇
二
の
八
七
％
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
人
口
は
二
三
三
一
人
で
竹
富
町
の
総
人
口
四
一
七
四
人
の
五
六
％
を
占
め
て
い
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
西
表
島
が
竹
富
町
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
第
二
位
は
二
二
二
・
六
三
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
石
垣
島
（
沖

縄
県
第
二
位
の
島
）
で
あ
り
、
四
万
八
二
一
一
人
の
人
口
を
誇
っ
て
い
る
。
第
三
位
の
島
が
二
八
・
九
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
沖
縄
県
第
七

位
）
の
与
那
国
島
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
一
五
〇
三
人
が
居
住
し
て
い
る
。
竹
富
町
の
残
り
九
の
有
人
島
は
い
ず
れ
も
与
那
国
島
よ
り
小
さ

く
、
人
口
も
五
〇
〇
人
台
の
二
島
か
ら
二
人
の
下
地
島
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
竹
富
町
の
由
来
と
な
っ
た
竹
富
島
に
は
三
六
四
人
し
か

住
ん
で
い
な
い

（
38
）

。

八
重
山
地
方
は
那
覇
市
か
ら
四
一
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
石
垣
島
を
基
準
と
し
た
場
合
）
の
距
離
に
有
り
、
地
理
的
に
は
独
立
し
た
県
と

な
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
位
置
し
た
地
域
と
も
い
え
る
。
台
北
の
ほ
う
が
約
二
八
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
石
垣
島
と
の
距

六
二
二
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離
）
と
近
く
、
尖
閣
諸
島
の
西
側
で
中
国
と
国
境
を
接
し
て
い
る
地
域
で
も
あ
り
、
独
自
の
外
交
を
展
開
す
る
必
要
性
す
ら
認
め
ら
れ
て

よ
い
地
域
と
も
い
え
る
。
本
来
、
石
垣
市
と
竹
富
町
は
石
垣
島
と
西
表
島
を
中
心
と
し
た
、
海
を
介
し
て
は
い
る
が
隣
接
す
る
市
と
町
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
両
方
の
島
は
約
三
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
あ
る
。
た
だ
し
、
竹
富
町
の
町
役
場
が
石
垣
市
に
お
か
れ
て
い
る
よ

う
に
、
密
接
し
た
関
係
に
あ
る
地
域
で
も
あ
る
。
石
垣
島
か
ら
見
る
と
竹
富
島
は
約
六
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
小
浜
島
は
一
七
・
七
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
西
表
島
の
大
原
港
は
三
一
・
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
上
原
港
は
三
七
・
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
波
照
間
島
は
五
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

距
離
に
あ
り
、
最
大
で
も
船
で
一
時
間
ほ
ど
で
結
ば
れ
た
隣
接
し
た
市
と
町
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
与
那
国
島
は
、
石
垣

島
か
ら
一
二
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
あ
り
、
台
湾
の
花
蓮
市
と
は
一
一
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
し
か
離
れ
て
は
い
な
い
と
こ
ろ
に
位
置
す

る
島
で
あ
る
。
石
垣
島
か
ら
は
飛
行
機
で
三
五
分
、
船
で
四
時
間
三
〇
分
の
距
離
に
あ
る
。
地
理
的
な
視
点
か
ら
い
え
ば
、
与
那
国
町
も

独
立
し
た
県
と
な
る
よ
う
な
位
置
に
存
在
す
る
島
と
い
う
こ
と
に
な
る

（
39
）

。
こ
の
よ
う
に
、
地
理
的
に
は
石
垣
市
と
竹
富
町
は
近
接
し
て
お

り
、
与
那
国
町
は
二
つ
の
市
町
と
は
若
干
独
立
し
て
い
る
と
も
い
え
る
よ
う
な
距
離
に
あ
る
地
域
で
あ
る
。

こ
う
し
た
地
理
的
な
条
件
の
中
で
、
複
合
一
部
事
務
組
合
で
あ
る
「
八
重
山
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
」
を
設
立
し
、
協
力
し
て
広
域

事
務
を
推
進
す
る
体
制
を
整
え
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
教
科
書
問
題
は
こ
の
一
市
二
町
の
協
力
体
制
を
ゆ
る
が
す
問
題
と
な
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。
石
垣
市
と
竹
富
町
の
近
接
し
た
関
係
か
ら
見
る
と
、
与
那
国
町
は
石
垣
市
や
竹
富
町
と
は
若
干
異
な
っ
た
伝
統
や
文
化
を
持

つ
、
少
し
独
自
性
を
強
調
す
べ
き
地
域
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
竹
富
町
の
町
役
場
は
石
垣
島
に
お
か
れ
て
い
る
。
竹
富
町
役
場
は
石
垣
市

役
所
の
隣
接
地
に
立
地
し
て
お
り
、
職
員
も
石
垣
市
に
在
住
し
て
い
る
。
こ
れ
は
那
覇
市
や
東
京
都
と
の
交
通
の
便
を
考
え
て
の
こ
と
で

あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
両
者
の
関
連
性
の
高
さ
を
物
語
っ
て
い
る

（
40
）

。
義
務
教
育
教
科
書
採
択
地
域
の
設
定
が
、
生
活
圏
に
含
ま
れ
る

広
域
圏
を
前
提
に
設
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
見
た
場
合
、
石
垣
市
と
竹
富
町
が
同
一
の
教
科
書
の
採
択
を
す
べ
き
圏
域
に
あ
る
市
町
と
い
う

六
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こ
と
に
な
り
、
与
那
国
町
は
独
自
の
教
科
書
選
択
の
機
会
を
与
え
ら
れ
て
も
良
い
地
域
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
八
重
山
地
域
が
平
成
の
大

合
併
の
際
に
合
併
を
模
索
し
た
が
、
結
局
一
市
二
町
の
ま
ま
残
っ
た
の
も
、
こ
う
し
た
地
理
的
条
件
や
若
干
政
治
的
な
制
約
が
存
在
し
た

た
め
と
推
測
で
き
る
。

八
重
山
地
区
の
教
科
書
採
択
問
題
は
、
二
〇
一
四
（
平
成
二
六
）
年
四
月
一
六
日
の｢

義
務
教
育
諸
学
校
の
教
科
書
用
図
書
の
無
償
措

置
に
関
す
る
法
律｣
の
改
正
に
よ
っ
て
一
挙
に
解
決
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
国
は
同
法
の
改
正
に
よ
っ
て
問
題
解
決
を
図
っ
た
の
で
あ

る
。
同
法
第
一
二
条
【
採
択
地
区
】
で
は
、「
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
は
、
当
該
都
道
府
県
の
区
域
に
つ
い
て
『
市
若
し
く
は
郡
の
区

域
又
は
こ
れ
ら
の
区
域
を
あ
わ
せ
た
地
域
に
』」
と
の
規
定
を
、「
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
は
、
当
該
都
道
府
県
の
区
域
に
つ
い
て
『
市

町
村
の
区
域
又
は
こ
れ
ら
の
区
域
を
併
せ
た
地
域
に
』」
に
改
正
し
た
の
で
あ
る

（
41
）

。
こ
れ
を
受
け
て
沖
縄
県
教
育
委
員
会
は
、
表
3
の
よ

う
に
、
竹
富
町
を
八
重
山
採
択
地
区
か
ら
独
立
し
た
採
択
地
区
と
す
る
こ
と
で
問
題
の
解
決
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。

沖
縄
県
に
お
い
て
、
県
面
積
の
約
一
五
％
に
あ
た
る
三
三
四
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
占
め
る
竹
富
町
は
、
沖
縄
県
最
大
の
面
積
を
有
す

る
基
礎
自
治
体
で
あ
る
。
そ
の
点
か
ら
は
竹
富
町
が
独
立
し
た
採
択
地
域
と
な
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
人
口
は
沖
縄
県
民
の

〇
・
三
％
の
四
千
人
強
に
す
ぎ
ず
、
行
財
政
力
の
小
さ
い
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
。
他
方
、
石
垣
市
は
沖
縄
第
三
位
の
面
積
（
二
二
二
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
を
持
つ
石
垣
市
と
尖
閣
諸
島
か
ら
な
る
、
県
面
積
の
ほ
ぼ
一
〇
％
の
二
二
九
・
二
七
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
市
で
あ
り
、

人
口
も
沖
縄
県
民
の
三
％
の
四
万
八
千
人
で
あ
り
、
竹
富
町
か
ら
見
れ
ば
大
き
な
行
財
政
力
を
有
す
る
市
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し

た
こ
と
か
ら
見
て
、
石
垣
市
と
竹
富
町
と
与
那
国
島
を
一
体
と
す
る
旧
来
の
八
重
山
採
択
地
区
を
一
つ
の
教
育
圏
と
す
る
広
域
連
合
に
よ

る
教
育
委
員
会
の
設
置
を
考
え
て
も
よ
い
地
域
と
い
え
る
。
沖
縄
県
教
育
委
員
会
の
教
育
事
務
所
も
旧
来
の
一
市
・
二
町
に
よ
る
八
重
山

採
択
地
区
と
一
致
し
た
範
囲
を
行
政
領
域
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
平
成
の
大
合
併
を
含
め
た
効
率
性
を
重
視
す
る
広
域
行
政
の
立
場
か
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沖
縄
県
の
義
務
教
育
教
科
書
採
択
地
区
を
通
し
て
み
た
平
成
の
大
合
併
と
広
域
行
政
（
山
田
）

（
七
〇
七
）

沖
縄

県
の

教
科

用
図

書
採

択
地

区
（

現
在

）
表
3

採
択

地
区

名
構

　
成

　
市

　
町

　
村

構
成

市
町

村
数

面
　

積
人

　
口

備
　

　
考

国
頭

採
択

地
区

名
護

市
、

国
頭

村
、

大
宜

味
村

、
東

村
、

今
帰

仁
村

、

本
部

町
、

宜
野

座
村

、
金

武
村

、
伊

江
村

、
伊

平
屋

村
、

伊
是

名
村

1市
・

2町
・

8村
773.77㎢

（
34.0）

118,675

（
8.4）

恩
納

村
が

中
頭

地
区

に
転

出
。

伊
平

屋

村
と

伊
是

名
村

が
島

尻
地

区
か

ら
転

入
。

中
頭

採
択

地
区

沖
縄

市
、

う
る

ま
市

、
宜

野
湾

市
、

北
谷

町
、

嘉
手

納
町

、
西

原
町

、
読

谷
村

、
北

中
城

村
、

中
城

村
、

恩
納

村

3市
・

3町
・

4村
312.56㎢

（
13.7）

507,174

（
35.9）

恩
納

村
が

国
頭

地
区

か
ら

転
入

那
覇

採
択

地
区

那
覇

市
、

浦
添

市
、

北
大

東
村

、
南

大
東

村
、

久
米

島
町

2市
・

1町
・

2村
165.50㎢

（
7.3）

437,929

（
31.0）

北
大

東
村

、
南

大
東

村
、

久
米

島
町

が

島
尻

地
区

か
ら

転
入

島
尻

採
択

地
区

糸
満

市
、

豊
見

城
市

、
南

城
市

、
与

那
原

町
、

南
風

原
町

、
八

重
瀬

町
、

渡
嘉

敷
村

、
座

間
味

村
、

粟
国

村
、

渡
名

喜
村

3市
・

3町
・

4村
205.87㎢

（
9.0）

240,155

（
17.0）

北
大

東
村

と
南

大
東

村
と

久
米

島
町

が

浦
添

・
那

覇
地

区
に

転
出

宮
古

採
択

地
区

宮
古

島
市

、
多

良
間

村
1市

・
3町

・
2村

226.48㎢

（
10.0）

56,023

（
4.0）

八
重

山
採

択
地

区
石

垣
市

、
与

那
国

町
1市

・
1町

257.95㎢

（
11.3）

49,704

（
3.5）

竹
富

町
が

分
離

・
独

立

竹
富

採
択

地
区

竹
富

町
1町

334.02㎢

（
14.7）

3,923

（
0.3）

独
自

の
採

択
地

区
と

な
る

。
竹

富
町

は

沖
縄

県
で

最
も

面
積

が
広

い
市

町
村

平
　

　
均

5.8市
町

村
325.16㎢

201,940

注
：

 人
口

と
面

積
は

沖
縄

県
Ｈ

Ｐ
「

市
町

村
の

人
口

・
世

帯
数

・
面

積
」（

http://w
w
w
.pref.okinaw

a.jp/site/kikaku/shichoson/2431.htm
l）

を
参

照
し

て
作

成
し

た
。

六
二
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ら
見
た
場
合
に
は
、
教
育
行
政
の
対
象
範
囲
も
あ
る
程
度
広
域
的
で
あ
る
べ
き
と
い
え
る
。
そ
れ
は
教
科
書
採
択
地
域
設
定
時
の
目
的
の

一
つ
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
今
回
の｢

義
務
教
育
諸
学
校
の
教
科
書
用
図
書
の
無
償
措
置
に
関
す
る
法
律｣

の
改
正
は
、
八

重
山
採
択
地
区
の
混
乱
を
一
応
解
消
し
た
も
の
と
い
え
る
が
、
そ
の
場
し
の
ぎ
と
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
面
を
有
し
て
い
る
こ
と
も
否
定

で
き
な
い
。

類
似
し
た
状
況
は
、
宮
古
島
（
旧
平
良
市
、
旧
城
辺
町
、
旧
下
地
町
、
旧
上
野
村
）、
伊
良
部
島
（
旧
伊
良
部
町
）、
下
地
島
（
旧
伊
良
部
町
）、

池
間
島
（
旧
平
良
市
）、
大
神
島
（
旧
平
良
市
）、
来
間
島
（
旧
下
地
町
）、
多
良
間
島
（
多
良
間
村
）、
水
納
島
（
多
良
間
村
）
の
八
島
（
一
市
三

町
二
村
）
か
ら
な
る
宮
古
諸
島
に
も
見
ら
れ
る
。
宮
古
島
と
伊
良
部
島
と
下
地
島
と
池
間
島
が
橋
で
結
ば
れ
、
他
の
二
島
は
さ
ん
ご
礁
な

ど
を
挟
ん
だ
隣
接
地
域
に
存
在
す
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
平
成
の
大
合
併
の
際
に
大
神
島
と
来
間
島
を
含
め
た
六
島
で
宮
古
島
市
と
な
っ
た
。

宮
古
島
か
ら
六
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
石
垣
島
か
ら
三
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
て
い
る
多
良
間
島
と
水
納
島
は
、
多
良
間
村
と
し
て
宮
古
郡

に
残
っ
た
。
面
積
二
〇
四
・
五
七
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
沖
縄
県
第
四
位
）
で
人
口
五
万
四
七
二
〇
人
の
宮
古
島
市
は
人
口
で
は
八
重
山
地

域
に
近
く
、
高
い
行
政
力
を
有
し
て
い
る
市
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
宮
古
島
市
は
一
市
三
町
一
村
の
合
併
で
誕
生
し
た
市
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
平
成
二
二
年
三
月
三
〇
日
に
中
心
市
宣
言
を
お
こ
な
い
、
合
併
一
市
圏
域
で
定
住
自
立
圏
を
形
成
し
、
平
成
二
二
年
九
月
二
八
日
に

協
定
を
、
平
成
二
三
年
三
月
二
九
日
に
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、
新
し
い
市
の
一
体
性
の
拡
充
に
向
っ
て
い
る
。
多
良
間
村
は
面
積

二
一
・
九
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
人
口
一
三
〇
三
人
で
あ
り
、
与
那
国
町
を
若
干
小
さ
く
し
た
程
度
で
あ
る
。
宮
古
島
市
と
多
良
間
村

は
距
離
の
関
係
も
あ
り
、
石
垣
市
や
竹
富
町
と
与
那
国
町
の
関
係
と
類
似
し
た
関
係
と
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
お
宮
古
諸
島
で
は
市

と
村
の
間
に
大
き
な
地
域
間
の
対
立
は
存
在
し
て
は
い
な
い

（
42
）

。

先
島
諸
島
に
位
置
す
る
八
重
山
地
域
と
宮
古
地
域
は
共
に
国
境
周
辺
の
島
々
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
沖
縄
本
島
に
近
く
台
湾
と
も
あ

六
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沖
縄
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区
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政
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田
）

（
七
〇
九
）

る
程
度
離
れ
た
宮
古
地
域
と
、
台
湾
と
中
国
と
隣
接
し
て
い
る
国
境
の
島
々
で
あ
る
八
重
山
地
域
で
は
そ
の
性
格
は
大
き
く
異
な
る
。
さ

ら
に
八
重
山
地
域
で
も
尖
閣
諸
島
の
西
で
中
国
と
国
境
を
接
し
て
い
る
石
垣
市
と
、
台
湾
を
肉
眼
で
確
認
で
き
る
与
那
国
町
と
、
両
市
町

に
挟
ま
れ
あ
る
程
度
平
穏
さ
が
感
じ
ら
れ
る
竹
富
町
で
は
そ
の
位
置
づ
け
が
大
き
く
異
な
る
。
石
垣
市
は
明
確
な
領
土
問
題
の
主
体
な
の

で
あ
り
、
与
那
国
町
は
中
台
関
係
の
変
化
に
翻
弄
さ
れ
る
可
能
性
を
持
つ
国
境
の
町
な
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
地
理
的
な
相
違
も
一
市
二

町
の
性
格
の
違
い
に
現
れ
て
い
る
と
い
え
る
と
思
わ
れ
る
。
と
は
い
え
こ
の
一
市
二
町
は
、
合
併
し
な
け
れ
ば
本
来
の
市
と
な
る
要
件
で

あ
る
人
口
五
万
人
以
上
を
満
た
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
平
成
の
大
合
併
に
お
い
て
も
町
村
の
最
低
人
口
を
一
万
人
以
上
と
す
る
提
案
が
な

さ
れ
て
い
た
。
こ
の
条
件
を
考
え
た
場
合
に
は
与
那
国
町
は
石
垣
市
や
竹
富
町
と
合
併
す
る
か
合
併
に
代
わ
る
広
域
連
合
や
定
住
自
立
圏

な
ど
の
設
定
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
教
科
書
問
題
が
提
起
し
た
八
重
山
地
方
の
広
域
行
政
に
つ
い
て
三
市
町
は
、
将
来
に
向
け
た
検

討
を
再
度
住
民
の
視
点
に
立
っ
て
行
う
必
要
が
あ
る
と
い
え
る
。

註
本
論
文
は
日
本
大
学
法
学
部
政
経
研
究
所
の
、
二
〇
一
三
（
平
成
二
五
）
年
か
ら
二
〇
一
五
（
平
成
二
七
）
年
の
三
年
計
画
で
実
施
さ
れ
て
い
る
共

同
研
究
「
東
ア
ジ
ア
と
日
本
政
治
」
の
中
で
、
二
〇
一
四
（
平
成
二
六
）
年
三
月
に
沖
縄
県
八
重
山
地
方
の
石
垣
市
と
与
那
国
町
で
実
施
し
た
聞
き
取

り
調
査
の
中
の
「
広
域
行
政
と
教
科
書
問
題
」
と
、
二
〇
一
五
（
平
成
二
七
）
年
五
月
に
宮
古
地
方
の
宮
古
島
市
で
実
施
し
た
聞
き
取
り
調
査
の
中
の

「
定
住
自
立
圏
の
実
情
」
を
中
心
に
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
調
査
の
機
会
を
与
え
て
く
れ
た
日
本
大
学
法
学
部
の
関
係
者
に
深
く
感
謝
す
る
次
第
で

あ
る
。

本
文
に
お
い
て
は
、
数
字
は
各
資
料
の
表
記
に
か
か
わ
ら
ず
漢
数
字
に
直
し
て
表
記
し
た
。
ま
た
単
位
を
表
す
記
号
も
カ
タ
カ
ナ
表
記
に
直
し
て
記

載
し
た
。

六
二
七



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
七
一
〇
）

（
1
） 

沖
縄
環
境
経
済
研
究
所
『
琉
球
諸
島
を
世
界
遺
産
へ
』
沖
縄
県
文
化
環
境
部
自
然
保
護
課
発
行
「
琉
球
諸
島
の
範
囲
に
つ
い
て
」（http://

w
w
w
.pref.okinaw

a.lg.jp/site/kankyo/shizenryokuka/koen/docum
ents/h162 pam

phlet

）（p16-p30

）.

参
照
。
た
だ
し
沖
縄
本
島
を
本
土

の
一
部
と
す
る
見
方
も
あ
り
、
対
島
市
は
対
島
を
日
本
で
三
番
目
の
面
積
の
島
と
と
ら
え
て
い
る
。

（
2
） 
「N

ature on O
kinaw

a　

沖
縄
の
自
然
ガ
イ
ド　

森
と
海
の
不
思
議
な
生
き
物
た
ち
」（
冊
子
）（http://w

w
w
.pref.okinaw

a.lg.jp/site/

kankyo/shizenryokuka/hogo/nature_in_okinaw
a.htm

l

）。
な
お
環
境
省
、
九
州
地
方
環
境
事
務
所
発
行
の
「
奄
美
・
琉
球
諸
島
の
生
物
多
様

性
」
で
は
、「
奄
美
・
琉
球
諸
島
は
、
九
州
か
ら
台
湾
に
繋
が
る
弧
状
列
島
で
、
奄
美
諸
島
、
沖
縄
諸
島
、
宮
古
諸
島
、
八
重
山
諸
島
な
ど
が
含
ま

れ
ま
す
が
、
こ
れ
以
外
に
大
東
諸
島
、
尖
閣
諸
島
な
ど
を
含
め
れ
ば
、
九
〇
〇
以
上
の
島
々
か
ら
な
り
、
こ
の
う
ち
七
〇
程
度
の
有
人
島
が
あ
り
ま

す
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
西
南
諸
島
出
を
琉
球
列
島
（
諸
島
）
と
奄
美
諸
島
に
分
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
他
の
書
物
に
も
さ
ま
ざ
ま
な

規
定
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
諸
島
に
対
す
る
明
確
な
定
義
が
な
い
こ
と
が
わ
か
る
（http://kyushu.env.go.jp/naha/w

ildlife/data/

tayousei_131017.

）。

（
3
） 

沖
縄
県
文
化
環
境
部
自
然
保
護
課
、
前
掲
冊
子

（
4
） 

沖
縄
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
沖
縄
の
姿
／
面
積
」（http://w

w
w
.pref.okinaw

a.jp/kodom
o/sugata/al_02z.htm

l

）

（
5
） 

沖
縄
県
庁
Ｈ
Ｐ
「
島
し
ょ
別
面
積
」
を
み
る
と
、
そ
こ
に
は
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
島
が
四
七
、
〇
・
〇
一
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
島

等
が
一
一
三
の
合
計
一
六
〇
の
島
を
標
記
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
〇
・
〇
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
下
を
岩
礁
等
と
し
、
そ
れ
が
含
ま
れ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、
一
六
〇
の
島
々
の
面
積
を
合
計
し
て
も
沖
縄
県
の
面
積
よ
り
小
さ
い
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。（http://w

w
w
.pref.okinaw

a.jp/

site/kikaku/tochitai/tousho.htm
l

）

（
6
） 

外
務
省｢

世
界
と
日
本
の
デ
ー
タ
を
見
る
（
世
界
の
国
の
数
、
国
連
加
盟
国
数
、
日
本
の
大
使
館
数
な
ど
）｣

（http://w
w
w
.m

ofa.go.jp/

m
ofaj/area/w

orld.htm
l

）、
国
際
連
合
広
報
セ
ン
タ
ー｢

国
連
加
盟
国
加
盟
年
順
序｣

」（http://w
w
w
.unic.or.jp/info/un/un_organization/

m
em

ber_nations/chronolt...2015

・05

・25

）

（
7
） 

公
益
財
団
法
人
矢
野
恒
太
郎
記
念
会
編
『
世
界
国
勢
図
会
第
二
五
版　

二
〇
一
四
／
一
五
』
同
記
念
会
、
二
〇
一
四
年
九
月
発
行
、「
第
一
章

世
界
の
国
々
」
参
照

六
二
八



沖
縄
県
の
義
務
教
育
教
科
書
採
択
地
区
を
通
し
て
み
た
平
成
の
大
合
併
と
広
域
行
政
（
山
田
）

（
七
一
一
）

（
8
） 

山
田
吉
彦
著
「
農
政
ト
ピ
ッ
ク　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
我
が
国
の
海
洋
安
全
保
障
に
与
え
る
影
響
」『
月
刊
Ｊ
Ａ
』（
二
〇
一
一
年
一
一
月
）、
山
田
吉
彦

著
『
日
本
の
国
境
』
新
潮
新
書

（
9
） 
ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
百
科
事
典
・「
本
州
」
参
照

（
10
） 
沖
縄
県
Ｈ
Ｐ
「
沖
縄
こ
ど
も
ラ
ン
ド
Ｈ
Ｐ
」【
沖
縄
県
の
面
積
（
め
ん
せ
き
）】（http://w

w
w
.pref.okinaw

a.jp/kodom
o/index.htm

l

）
参

照
（
11
） 

沖
縄
環
境
経
済
研
究
所
『
琉
球
諸
島
を
世
界
遺
産
へ
』
沖
縄
県
文
化
環
境
部
自
然
保
護
課
発
行
「
琉
球
諸
島
の
範
囲
に
つ
い
て
」（http://

w
w
w
.pref.okinaw

a.lg.jp/site/kankyo/shizenryokuka/koen/docum
ents/h162_pam

phlet

）（p16-p30

）.

参
照

（
12
） 

市
区
町
村
変
遷
履
歴
情
報
、
都
道
府
県
別
一
覧
【
沖
縄
県
】（http://uub.jp/upd/

）
参
照

（
13
） 

各
市
町
村
の
人
口
は
沖
縄
県
Ｈ
Ｐ
「
市
町
村
行
政
の
状
況
」、「
市
町
村
の
人
口
・
世
帯
数
・
面
積
」（
二
〇
一
二
年
八
月
九
日
更
新
）（http://

w
w
w
.pref.okinaw

a.jp/site/kikaku/shichoson/2431.htm
l

）
参
照

（
14
） 

沖
縄
県
Ｈ
Ｐ
「
市
町
村
の
人
口
・
世
帯
数
・
面
積
」）（http://w

w
w
.pref.okinaw

a.jp/site/kikaku/shichoson/im
age/im

g24310.jpg

）

参
照

（
15
） 

沖
縄
県
Ｈ
Ｐ
、県
政
情
報
、｢

沖
縄
県
内
の
一
部
事
務
組
合
等
一
覧｣

（http://w
w
w
.pref.okinaw

a.lg.jp/site/kikaku/shichoson/11061.

htm
l

）
参
照

（
16
） 

宮
古
五
市
町
村
合
併
推
進
協
議
会
「
こ
れ
か
ら
確
認
す
べ
き
協
定
項
目
（
六
市
町
村
：
5
市
町
村　

比
較
表
）」
平
成
一
六
年

（
17
） 

徳
久
恭
子
著
「
教
育
政
策
に
お
け
る
マ
ク
ロ
・
ト
レ
ン
ド
の
変
化
と
そ
の
帰
結
」『
政
策
科
学
』
一
四
巻
一
号
、
二
〇
〇
六
年
。
一
三
│
二
六
頁

（
18
） 

新
藤
宗
幸
著
『
教
育
委
員
会　

│
何
が
問
題
か
』
岩
波
新
書
一
四
五
五
、
二
〇
一
三
年
、
八
九
頁

（
19
） 

堀
和
郎
氏
は
、「
教
育
行
政
に
お
け
る
レ
イ
マ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
は
、『
教
育
行
政
の
官
僚
統
制
』
に
と
っ
て
代
わ
る
べ
き
仕
組
み
、
教
育
行

政
の
主
体
に
お
け
る
『
官
』
か
ら
『
民
』
へ
の
移
行
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、
教
育
を
職
業
と
し
な
い
、
地
域
住
民
を
代
表
す
る
人
々
の
合
議

（
審
議
と
決
定
）
を
通
し
て
教
育
行
政
を
お
こ
な
う
と
い
う
考
え
で
あ
り
、『
素
人
統
制
』
と
い
う
よ
り
も
『
住
民
統
制
』
と
い
う
べ
き
仕
組
み
で
あ

り
、
文
字
通
り
、
教
育
行
政
に
お
け
る
『
草
の
根
民
主
主
義
』
の
表
れ
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
と
説
明
し
て
い
る
（
堀
和
郎
・
柳
林
信
彦
著
『
教
育
委

六
二
九



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
七
一
二
）

員
会
制
度
再
生
の
条
件　

│
運
用
実
態
の
実
証
分
析
に
つ
い
て
│
』
筑
波
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年
六
月
三
〇
日
、
一
七
六
頁
）。

（
20
） 

レ
イ
モ
ン
ド
Ｅ
．
キ
ャ
ラ
ハ
ン
著
、
中
谷
薫
彪
・
中
谷
愛
訳
『
ア
メ
リ
カ
の
教
育
委
員
会
と
教
育
長
』
晃
陽
書
房
、
二
〇
〇
七
年
九
月
三
〇
日
、

第
一
章
参
照

（
21
） 
マ
ー
サ
Ｍ
．
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
・
ネ
ル
ダ
Ｈ
．
キ
ャ
ブ
ロ
ン=

マ
カ
ベ
著
、
平
原
春
好
・
青
木
宏
治
訳
『
ア
メ
リ
カ
教
育
法　

│
教
師
と
生
徒

の
権
利
│
』
三
省
堂
、
一
九
九
一
年
六
月
一
〇
日
、
第
一
章
参
照

（
22
） 

教
育
委
員
会
は
、
ア
メ
リ
カ
教
育
使
節
団
報
告
書
の
「
市
町
村
お
よ
び
都
道
府
県
の
住
民
を
広
く
教
育
行
政
に
参
画
さ
せ
、
学
校
に
対
す
る
内

務
省
地
方
官
吏
の
管
理
行
政
を
排
除
す
る
た
め
に
、
市
町
村
お
よ
び
都
道
府
県
に
一
般
投
票
に
よ
り
選
出
さ
せ
る
教
育
行
政
機
関
の
創
設
を
、
わ
れ

わ
れ
は
提
案
す
る
次
第
で
あ
る
。」
と
の
提
言
に
沿
っ
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（http://w

w
w
.m

ext.go.jp/b_m
enu/hakusho/htm

l/

others/detail/1317998.htm
）。
箇
条
書
き
の
部
分
は
、
中
山
太
郎
著
『
戦
後
日
本
教
育
制
度
成
立
史
』
岩
崎
学
術
出
版
社
三
八
四
│
三
八
五
頁

を
参
照
し
整
理
し
た
。

（
23
） 

中
山
・
前
掲
書
・
四
六
三
頁

（
24
） 

投
票
率
等
に
関
し
て
は
、
安
田
隆
子
著
「
教
育
委
員
会　

│
そ
の
沿
革
と
今
後
の
改
革
に
向
け
て
│
」
国
立
国
会
図
書
館
『
調
査
と
情
報
』
第

五
六
六
号
、
二
〇
〇
七
年
、
一
頁
と
、
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
（A

dibe P
D
F

）「
教
員
（
組
合
）
と
親
の
軋
轢
」（http://nippon-pta.or.jp/

ayum
i/pdf/2_1_3.pdf

）
を
参
照
し
整
理
し
た
。

（
25
） 

新
藤　

前
掲
書　

一
一
三
│
四
頁

（
26
） 

安
田　

前
掲
論
文　

二
│
三
頁

（
27
） 

中
山
・
前
掲
書
・
第
七
章｢

地
方
行
政
制
度
の
改
革｣

参
照

（
28
） 

都
道
府
県
の
教
科
書
採
択
地
区
の
数
に
つ
い
て
は
、
文
部
科
学
省
「
教
科
書
制
度
の
改
善
に
つ
い
て
」
検
討
の
ま
と
め
（
概
要
）（
抄
）
平
成

一
四
年
七
月
三
一
日
「
第
一
部
教
科
書
検
定
の
改
善
に
つ
い
て
」
表
三
（http://w

w
w
.m

ext.go.jp/a_m
enu/shotou/kyoukasho/

gaiyou/03062701/007.htm

）
を
参
照
。
ま
た
当
時
の
市
町
村
数
に
つ
い
て
は
総
務
省
Ｈ
Ｐ
の
「
広
域
行
政
・
市
町
村
合
併
」
の
「
都
道
府
県
別

市
町
村
数
の
変
遷
（
平
成
一
一
年
三
月
三
一
日
以
降
の
全
て
を
収
録
）」（http://w

w
w
.soum

u.go.jp/m
ain_content/000283332.pdf

）
参
照
し

六
三
〇



沖
縄
県
の
義
務
教
育
教
科
書
採
択
地
区
を
通
し
て
み
た
平
成
の
大
合
併
と
広
域
行
政
（
山
田
）

（
七
一
三
）

整
理
し
た
。

（
29
） 

小
川
正
人
「「
教
育
事
務
所
廃
止
の
動
向
と
地
方
行
政
の
課
題
（
1
）
│
和
歌
山
県
、
長
崎
県
、
徳
島
県
、
滋
賀
県
の
訪
問
調
査
報
告
│
」『
教

育
行
政
研
究
』
二
号
、
放
送
大
学
大
学
院
文
化
科
学
研
究
所
八
五
頁
。
な
お
、
教
育
委
員
会
の
地
方
事
務
所
の
数
に
つ
い
て
は
文
科
省
の

（http://w
w
w
.m

ext.go.jp/b_m
enu/shingi/chukyo/chukyo1/003/gijiroku/04070701/006/001.pdf

を
参
照
し
て
整
理
し
た
。

（
30
） 

教
科
書
用
図
書
採
択
地
区
（
採
択
地
域
）
の
二
〇
一
四
年
五
月
ま
で
の
旧
採
択
地
区
に
関
し
て
は
、
文
部
科
学
省
「
採
択
地
区
一
覧　

沖
縄
県

（
六
地
区
）」
初
等
中
等
局
教
科
書
課
（http://next.go.jp/a_m

enu/shotou/kyoukasho/saitaku/1282212.htm

）、
沖
縄
県
教
育
委
員
会
編

『
沖
縄
県
教
育
年
報　

平
成
二
五
年
度
版
』
沖
縄
県
教
育
委
員
会
（http://w

w
w
.pref.okinaw

a.lg.jp/edu/som
u/edu/koho/nenpo/h25.htm

l

）、

沖
縄
タ
イ
ム
ス
「
沖
縄
県
の
教
科
書
採
択
地
区
、
六
町
村
が
変
更
へ
」（
二
〇
一
四
年
五
月
二
五
日
：http://w

w
w
.okinaw

atim
es.co.jp/article.

php?id =70599

）
を
参
照
し
て
整
理
し
た
。

（
31
） 

沖
縄
県
Ｈ
Ｐ
、
県
政
情
報
、｢
沖
縄
県
内
の
一
部
事
務
組
合
等
一
覧｣

参
照

こ
の
南
部
広
域
事
務
組
合
を
文
部
科
学
省
は
、「
3
．
一
部
事
務
組
合
の
例
」
の
な
か
の
「
③
南
部
広
域
行
政
組
合
（
教
職
員
関
係
、
視
聴
覚
教

育
関
係
）」
の
見
出
し
で
以
下
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。

○
概
要
： 

教
育
研
究
所
の
設
置
運
営
（
教
職
員
の
研
究
）
等
を
共
同
実
施
。

（
沖
縄
県
内
一
五
市
町
村
、
う
ち
六
村
は
離
島
）

○
経
緯
等
： 

視
聴
覚
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
の
設
置
に
当
た
り
、
衛
生
関
係
の
施
設
を
共
同
設
置
す
る
の
と
併
せ
て
複
合
事
務
組
合
方
式
と
し
た
。

教
職
員
研
修
の
た
め
の
教
育
研
究
所
は
、
平
成
六
年
に
共
同
で
設
置

○
効
果
： 

県
教
委
の
教
育
事
務
所
の
管
轄
と
、
組
合
の
構
成
市
町
村
の
範
囲
が
重
な
っ
て
い
る
た
め
、
事
務
所
内
の
人
事
と
研
修
の
連
携
が
図

り
や
す
い
。

○
課
題
： 

構
成
市
町
村
が
多
数
の
た
め
、
日
程
調
整
が
困
難
で
あ
り
、
意
志
決
定
に
時
間
が
か
か
る
。

ま
た
、
構
成
市
町
村
の
教
育
委
員
会
が
、
組
合
の
事
業
内
容
を
十
分
認
識
せ
ず
に
、
重
複
し
た
内
容
の
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
あ

る
な
ど
、
構
成
市
町
村
の
教
育
委
員
会
と
の
連
携
が
課
題
。
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政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
七
一
四
）

さ
ら
に
文
部
科
学
省
は
「
5
．
広
域
化
は
必
要
で
な
い
と
考
え
る
理
由
」
と
し
て
、「
な
お
、
指
導
主
事
の
配
置
を
は
じ
め
、
指
導
上
の
課
題
を

有
す
る
一
方
で
、
広
域
化
を
考
え
て
い
な
い
と
し
て
い
る
市
町
村
教
育
委
員
会
も
あ
り
、
そ
の
理
由
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
」
と
し
て
そ
の
理
由

を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、

○ 　

指
導
主
事
の
配
置
は
課
題
で
は
あ
る
が
、
広
域
化
に
よ
る
場
合
に
は
、
指
導
主
事
の
担
当
地
域
が
広
が
り
、
同
時
に
指
導
体
制
の
弱
体
化

を
招
く
こ
と
も
危
惧
さ
れ
る
た
め
、
解
決
策
と
し
て
広
域
化
は
考
え
て
い
な
い

○ 　

指
導
主
事
の
配
置
は
課
題
で
は
あ
る
が
、
広
域
化
に
よ
る
ば
あ
い
に
は
、
各
兆
村
ご
と
に
指
導
方
針
や
教
育
環
境
が
異
な
る
た
め
、
実
際

に
は
困
難
と
考
え
る

○ 　

学
校
教
育
の
観
点
か
ら
は
、
一
町
に
一
小
学
校
、
一
中
学
校
は
小
規
模
で
あ
り
、
広
域
化
も
必
要
と
考
え
る
が
、
生
涯
学
習
・
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
の
分
野
に
つ
い
て
は
、
町
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
は
、
現
在
の
教
育
行
政
の
規
模
が
良
い
と
考
え
る

と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。（
文
部
科
学
省　

http://next.go.jp/a_m
enu/singi/chukyo/

）

（
32
） 

沖
縄
県
教
育
委
員
会
Ｈ
Ｐ
「
教
育
事
務
所
」（http://w

w
w
.pref.okinaw

a.jp/edu/m
adoguchi/jim

usho/index.htm
l

）
参
照
。
な
お
、
市

町
村
の
並
び
は
教
育
事
務
所
の
所
管
区
域
の
表
の
順
序
に
従
っ
た
。　

（
33
） 

各
市
町
村
の
人
口
は
沖
縄
県
Ｈ
Ｐ
「
市
町
村
行
政
の
状
況
」、「
市
町
村
の
人
口
・
世
帯
数
・
面
積
」（
二
〇
一
二
年
八
月
九
日
更
新
）（http://

w
w
w
.pref.okinaw

a.jp/site/kikaku/shichoson/2431.htm
l

）
参
照

（
34
） 

斎
藤
剛
史
著
「
教
科
書
の
採
択
県
は
誰
に
あ
る
の
か
〜
沖
縄
・
八
重
山
地
区
教
科
書
問
題
を
め
ぐ
っ
て
」
内
田
洋
行
・
教
育
総
合
研
究
所
「
学

び
の
場.C

om

」（http://w
w
w
.m

anabinoba.com
/index.cfm

/6,17520,13,htm
l

）

（
35
） 

文
部
科
学
省｢

資
料
一
│
三
沖
縄
県
八
重
山
教
科
書
問
題
の
経
緯
（http://w

w
w
.m

ext.go.jp/b_m
enu/shingi/chukyo/chukyo3/siryo/

attach/1345141.htm

）
参
照

（
36
） 

「
朝
日
新
聞
デ
ジ
タ
ル
：
教
科
書
採
択
、
文
科
省
が
初
の
是
正
要
求
へ　

沖
縄
・
竹
富
町
に
」（http://w

w
w
.asahi.com

N
ational/

update/0930/T
K
Y
201309300038.htm

l

）
参
照

（
37
） 

日
本
経
済
新
聞
二
〇
一
四
年
三
月
二
日
「
石
垣
市
町
選
、
現
職
の
中
山
氏
再
選　

与
党
が
勝
利
」、「
竹
富
町
の
あ
ゆ
み
」（http://w

w
w
.

六
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沖
縄
県
の
義
務
教
育
教
科
書
採
択
地
区
を
通
し
て
み
た
平
成
の
大
合
併
と
広
域
行
政
（
山
田
）

（
七
一
五
）

tow
n.taketom

i.lg.jp/tow
n/index.php?content_id=9

）、
琉
球
新
報
八
月
一
二
日
「
与
那
国
町
長
選　

複
雑
な
民
意
受
け
止
め
よ
（http://

ryukyushim
po.jp/new

s/storyid-210914-storytopic-11.htm
l

）
を
参
照
し
て
整
理
し
た
。

（
38
） 
沖
縄
県
Ｈ
Ｐ｢

八
重
山
地
域
の
概
要
／
沖
縄
県｣

・「
市
町
村
の
人
口
・
世
帯
数
・
面
積
」（http://w

w
w
.pref.okinaw

a.jp/site/norin/

norin-yaeyam
a-nosui/keikaku/yaeyam

anogaiyou.htm
l

）
参
照

（
39
） 

石
垣
島
と
竹
富
町
の
各
島
と
の
距
離
や
船
舶
（
フ
ェ
リ
ー
等
）
に
よ
る
移
動
時
間
に
つ
い
て
は
、「
安
楽
観
光
│
運
行
案
内
」（http://w

w
w
.

aneikankou.co.jp/liner/haterum
ajim

a.htm
l

）
を
参
照
し
て
整
理
し
た
。

（
40
） 

石
垣
市
と
竹
富
町
の
関
係
に
つ
い
て
は
石
垣
市
で
の
聞
き
取
り
調
査
等
の
内
容
を
整
理
し
た
。

（
41
） 

文
部
科
学
省
Ｈ
Ｐ
「
義
務
教
育
諸
学
校
の
教
科
書
用
図
書
の
無
償
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」（http://w

w
w
.m

ext.

go.jp/b_m
enu/houan/an/detail/1344707.htm

）
参
照

（
42
） 

宮
古
島
市
Ｈ
Ｐ
『
平
成
二
六
年
度
版　

統
計
み
や
こ
じ
ま
』（
第
一
〇
号
）（http://w

w
w
2.city.m

iyakojim
a.lg.jp/toukei_m

_2014/

）

最
後
に

私
が
藤
原
先
生
に
初
め
て
お
目
に
か
か
っ
た
の
は
一
九
七
二
（
昭
和
四
七
）
年
四
月
に
、
日
本
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
政
治
学
専
攻
に

入
学
し
た
時
で
し
た
。
社
会
人
生
活
を
経
験
し
た
後
に
大
学
院
に
入
ら
れ
た
藤
原
先
生
の
学
問
に
対
す
る
厳
し
さ
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
が
、

今
日
の
私
を
作
り
上
げ
る
上
で
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
浅
学
菲
才
の
後
輩
を
前
に
し
た
藤
原
先
生
の
思
い
を
考
え
る

と
今
で
も
赤
面
す
る
ば
か
り
で
す
。

と
は
い
え
先
生
の
ご
薫
陶
の
お
か
げ
で
私
も
今
日
ま
で
大
学
の
教
壇
に
立
て
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
藤
原
先
生
の
ご
指
導
を
忘
れ
ず
研
究
と
教

育
に
励
み
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
先
生
の
ご
健
康
と
、
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
祈
念
し
て
、
本
論
文
を
閉
じ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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